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歳
か
ら　

歳
ま
で
の
人
を
対

４０

７４

象
に
し
た
新
し
い
健
診
「
特
定
健

康
診
査
（
特
定
健
診
）・
特
定
保
健

指
導
」
が
、
今
年
度
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
に 
着
目 
し
た
健
診
で
、
健
診

ち
ゃ
く
も
く

結
果
に
応
じ
て
生
活
習
慣
の
改
善

を 
促 
す
特
定
保
健
指
導
を
行
い
ま

う
な
が

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

基
本
健
診
を
行
っ
て
い
る
実
施

主
体
が
、
町
か
ら
医
療
保
険
者
に

変
わ
る
た
め
で
す
。　
    　
　
 

括

こ
れ
ま
で
の
「
基
本
健
診
」
が
変
わ
っ
て
、

特
定
健
康
診
査 ・ 特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
。

 ０２　特定健康診査・特定保健指
　　導が始まります。

 ０６　タウンニュース

 ０８　子ども農山漁村プロジェク
　　トがスタート

 ０９　達者人コラム

 １０　達者村認証産品

 １１　農業インターンプロジェク
　　トがスタート

 １２　名川さくらんぼ狩り

 １３　町の土地を売却しています

 １４　まちの話題

 １６　バーデパークだより

 １８　名川病院ガイド

 １９　としょしつ通信

 ２０　くらしのカレンダー

 ２２　お知らせ

 ２６　議会だより

 ３６　おめでとう１００歳

　約７００人が参加した「うぐい
すマラソン大会」。参加したラ
ンナーは、桜のほころび始め
た南部町の春を元気に駆け抜
けていました。

今月の表紙

ContentsContents

　

特
定
保
健
指
導
は
、
特
定
健
診
の

結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
該
当
者
や
予
備
群
を
対
象
に
、
改

善
と
予
防
に
向
け
た
支
援
・
指
導
を

３
段
階
に
分
け
て
行
う
も
の
で
す
。

　

保
健
指
導
の
必
要
性
が
低
い
人
に

は
情
報
提
供
と
し
て
、
生
活
習
慣
の

見
直
し
や
改
善
の
き
っ
か
け
と
な
る

情
報
が
、
健
診
結
果
と
と
も
に
健
診

受
診
者
全
員
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

保
健
指
導
の
必
要
性
が
中
程
度
の

人
に
は
動
機
付
け
支
援
と
し
て
、
生

活
習
慣
の
改
善
や
行
動
目
標
を
設

定
・
行
動
で
き
る
よ
う
な
支
援
が
１

回
行
わ
れ
ま
す
。

３０〜６９歳の人
１， ０００円

【基本的な項目】
問診／身体測定（身長・体重・腹
囲）／血圧測定／医師による診察
／尿検査（蛋白、糖）／血中脂質
検査／肝機能検査／血糖検査

【詳細な項目】
貧血検査／心電図検査／眼底検
査
※眼底検査は医師の判断で実施

７０〜７４歳の人
３００円

無料

腹囲測定および眼底検査を除く
上記と同じ項目。
ただし、血圧・血糖・コレステ
ロールを下げる薬を服用してい
る人や、インスリン注射をしてい
る人は検査項目が異なります。

な
ぜ
健
診
が
変
わ
る
の
？

特
定
保
健
指
導
と
は
？

健診の検査項目 健診料金 

ちょう

問合せ先

健康福祉課
☎ ０１７８ ・ ７６ ・ ２１１１
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町
は
、　

歳
か
ら　

歳
の
南
部

４０

７４

町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
を
対
象
に
、
新
し
い
健
診

「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、　

歳
以
上
の
全
て
の
人

７５

は
、
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
委
託
を
受
け
た
南
部

町
が
実
施
す
る
「
後
期
高
齢
者
の

健
康
診
査
」
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

３０

３９

南
部
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
町
が
独
自
に
実
施

す
る
健
康
診
査
を
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

医
療
保
険
者
と
は
、
皆
さ
ん
が

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
運
営

主
体
の
こ
と
で
、
医
療
機
関
を
受

診
す
る
と
き
に
必
要
と
な
る
保
険

証
を
発
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

国
民
健
康
保
険
、
政
府
管
掌
健

康
保
険
、
組
合
健
康
保
険
、
共
済

組
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

町が独自に
実施する
健康診査

町が実施する
特定健康診査

青森県後期高齢者医療広域連合から委託され

町が実施する
後期高齢者の健康診査

　

保
健
指
導
の
必
要
性
が
高
い
人
に

は
積
極
的
支
援
と
し
て
、
健
診
判
定

の
改
善
に
向
け
て
取
り
組
む
行
動
目

標
を
継
続
的
に
実
行
で
き
る
よ
う
、

３
カ
月
以
上
に
わ
た
り
定
期
的
・
継

続
的
な
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

　加入者本人は職場での健診となります

が、配偶者や両親など被扶養者の特定健診

は、加入している医療保険者または勤務先

事業所にお問い合わせください。

　なお、がん検診はこれまでと同じく受

診することができます。

加入してい
る医療保険
者に、お問
い合わせく
ださい。

あなたが受ける健診を確認しましょう。
あなたが受ける健診

　加入者本人は職場での健診となります

が、配偶者や両親など被扶養者の特定健

診は、後日、お知らせが届きます。

　なお、 がん検診はこれまでと同じく受

診することができます。

国家公務員、地方公務員や家族など

共済組合に加入している人
民間会社で働いている人や家族など

政府管掌健康保険・組合健康保険
などに加入している人　　　　

医
療
保
険
者
っ
て
何
？

あ
な
た
の
年
齢
は
？

あ
な
た
の

健
康
保
険
は
？

あ
な
た
の

健
康
保
険
は
？

南部町国民健康保険

南部町国民健康保険

南部町国民健
康保険以外の
健康保険

南部町国民健
康保険以外の
健康保険

30〜39歳

40〜74歳

75歳以上

健診確認を
してみましょう

特定健康診査・特定保健指導が始まります。

加入してい
る医療保険
者に、お問
い合わせく
ださい。
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検診料金検査内容対　　象検診項目

５００円バリウムによる胃部エックス線検査３０歳以上胃がん検診

無料胸部エックス線検査３０歳以上※ １肺がん検診・結核検診

無料３日 蓄痰 法
ちくたん

３０歳以上※ ２ 喀痰 検査
かくたん

５００円便２日法３０歳以上大腸がん検診

８００円採血による検査５０歳以上の男性前立腺がん検診

検診料金検査内容対　　象検査項目

３００円視触診２０〜３９歳

乳がん検診 ８００円視触診およびマンモグラフイー４０〜５８歳の偶数年齢

５００円マンモグラフイー６０歳以上の偶数年齢

１， ０００円細胞診２０歳以上子宮がん検診

１， ０００円レントゲン検査４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳骨密度検診

　

新
し
い
健
診
は
、
基
本
健
診
が

特
定
健
診
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
す

の
で
、
各
種
が
ん
検
診
や
婦
人
検

診
は
加
入
し
て
い
る
医
療
制
度
に

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

が
ん
検
診
・
婦
人
検
診
の
項
目

や
検
査
内
容
等
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
年
齢
は
、
来
年
３
月　

日
３１

時
点
の
年
齢
の
人
が
対
象
で
す
。

　

な
お
、　

歳
以
上
の
人
お
よ
び

７０

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
は
、
が

ん
検
診
・
婦
人
検
診
を
無
料
で
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

覚 婦人検診

覚 各種がん検診

　※１　結核検診は６５歳以上の人が対象です。　※２　喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）６００以上の人が対象です。
　

＋
内臓脂肪型肥満
腹囲　男性８５尺以上

　　　女性９０尺以上

メタボリックシンドロームの診断基準
下記に加え、
右の２項目に該当

町が策定した 「南部町特定健康診査等実施

計画」は、 特定健康診査を実施するための基

本的事項を定めており、町ホームページで

ご覧になることができます。

測って
みよう

が
ん
検
診
や
婦
人
検
診
も

変
わ
り
ま
す
か
？

高血糖
空腹時血糖値１１０ 取／ ｄ ｌ 以上 （特定保健指導の判定値は１００ 取/ ｄ ｌ 以上）

高血圧
収縮期血圧１３０ 勺H 守以上　かつ／または　拡張期血圧８５勺H 守 以上

脂肪異常
中性脂肪１５０ 取/ ｄ ｌ 以上　かつ／また は　 Ｈ Ｄ Ｌ コレステロール４０取/ ｄ ｌ 未満

90 100 110 120
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覚 病院健診
８時から８時１５分受付時間国民健康保険 名川病院場　所

平成２１年３月までの誕生月に受診してください。（変更可能）期　日

特定健診 事 ２ページと同じです。

健診項目 がん検診 事 肺がん・結核検診、胃がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診

婦人検診 事 乳がん検診、骨密度検診

　

特
定
健
診
、
各
種
が
ん
検
診
、

婦
人
検
診
と
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
「
病
院
健
診
」
か
「
集
団
健
診
」

を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
と
各
種
が
ん
検
診
の

検
査
項
目
は
同
じ
で
す
が
、
婦
人

検
診
の「
子
宮
が
ん
検
診
」と「
骨

密
度
検
診
」
は
、
受
診
方
法
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

婦人検診がん検診特定健診

子宮がん検診：無し
骨密度検診　：有り検査項目は

同じ　　　
検査項目は
同じ　　　

病院健診

子宮がん検診：有り
骨密度検診　：無し

集団健診

福地地区南部地区名川地区地　区

婦人検診
子宮がん
乳がん　

特定健診
がん検診

婦人検診
子宮がん
乳がん　

特定健診
がん検診

婦人検診
特定健診
がん検診

種　類
子宮がん　
乳がん　　

子宮がんのみ

１０月６日□月 
  　７日□火 　
１１月２５日□火 
　　２６日□水 
（ゆとりあ）

８月５日□火 
  〜８日□金 　
８月１９日□火 
  〜２２日□金 　
１０月１５日□水 
  〜１７日□金 
（ゆとりあ）

９月１０日□水 
  　１１日□木 
（ぼたんの里）

１０月２１日□火 
　〜２４日□金 
（ぼたんの里）

　
１１月５日□水 
  〜７日□金 
（交流プラザ）

９月４日□木 
（剣吉公民館）

　
９月５日□金 

（中央公民館）

８月２７日□水 
（中央公民館）

　
８月２８日□木 

（剣吉公民館）

９月２日□火 
　　３日□水 

（剣吉公民館）

期　日
場　所

特定健診・がん検診は６時３０分から８時３０分、婦人検診は１１時３０分から１３時３０分受付時間

婦人検診は子宮がん検診と乳がん検診、特定健診とがん検診は病院健診と同じです。健診項目

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
内
臓
脂
肪
が
多
い
状
態
に
、

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
な
ど

の
危
険
因
子
が
重
な
り
、
動
脈
硬
化

が
進
行
し
や
す
く
な
っ
た
状
態
で

す
。
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、
脳

卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
発
症
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た

め
に
は
、
食
生
活
や
運
動
習
慣
な
ど

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

運
動
や
食
事
に
よ
っ
て
１
日
約

２
３
０ 
㌔ 
カ
ロ
リ
ー
分
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
減
ら
す
と
、
１
カ
月
で
体
重

１ 
㌔ 
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素

運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組

み
合
わ
せ
る
と
、
効
果
的
に
内
臓
脂

肪
を
消
費
で
き
ま
す
。

　

揚
げ
物
を
避
け
て
野
菜
を
と
る
、

間
食
を
控
え
る
、
ひ
と
口　

回
以
上

３０

噛
む
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

覚 集団健診

受診方法による検査項目の違い

特定健康診査・特定保健指導が始まります。

改善
しよう

受
診
方
法
は
同
じ
？

腹
囲
１　

減
ら
す
に
は

体
重
１　

減
が
目
安

セン
チ

バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
を

腹
八
分
目
で

運
動
で
内
臓
脂
肪
を

効
果
的
に
減
ら
そ
う

50 60 70 80

 キ
ロ
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町のニュースをお伝えします

南
部
町
春
ま
つ
り

稚
児
行
列
、華
や
か
に

と
小
西
礼
子
シ
ョ
ー
」
な
ど
も
行
わ

れ
、
詰
め
か
け
た
大
勢
の
観
衆
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

は、平成１８年度から２年

の協議を経て「南部町総合

振興計画」を策定しました。

　総合振興計画は、まちづくり

の最上位に位置づけられる計画

で、平成２０年度から１０年間の町

の望ましい方向性を定めたもの

です。

　総合振興計画の概要と主な基

本目標などを定めた概要版は、

５月上旬に行政員を通じて全世

帯に配布したほか、 町ホームペー

ジに掲載しています。

計画に掲げられた町の将来像実現のた
めには、町民と行政の協働によるまち
づくりが大きな原動力になります

健・医療・福祉分野の連携強化（包括ケアシステムの再

構築）を重要施策として取り組んでいる南部町。 そして、保
市町村の保健・医療・福祉の連携づくり（包括ケアシステム）

の構築を重点施策として支援している青森県。

　このたび、三村知事を迎え、工藤町長との対談を次のとおり

開催することになりました。ぜひご来場ください。

町の最上位計画を策定
南部町総合振興計画

部
町
春
ま
つ
り
が
５
月
３
、

４
日
に
法
光
寺
を
主
会
場

に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

る
稚
児
入
山
行
列
に
は
、
町
内
の
保

育
園
や
幼
稚
園
の
園
児
約　

人
が

４０

参
加
。
き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
身

に
ま
と
っ
た
稚
児
は
、
チ
ェ
リ
リ
ン

村
総
合
案
内
所
か
ら
法
光
寺
ま
で

の
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
光
寺
境
内
ス
テ
ー
ジ
で

は
町
郷
土
芸
能
保
存
会
連
合
会
の

「
春
ま
つ
り
・
芸
ノ
祭
典
」
や
、
ゆ

り
の
木
会
に
よ
る
「
オ
カ
リ
ナ
リ
サ

イ
タ
ル
」、「
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
大
会

南

❶緊張した面持ちで練り歩く稚児入山行列　❷花吹雪のなか、踊りを
披露する郷土芸能保存会連合会の子ども達

■日時　６月２８日□土 　１３時～１４時
■場所　名川町民ホール「 楽  楽 ホール」

ら ら

■内容　三村知事の講話、工藤町長の講話、三村知事と工藤町

　　　　長との対談　など

■その他　入場は無料で、事前申込みは必要ありません。

■問合せ先　健康福祉課�☎ ０１７８・７６・２１１１

●❷

●❶

三村知事と工藤町長との包括ケア対談
～保健・医療・福祉包括ケアの未来予想図　南部町編～

町
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南
部
地
区
で
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ

５
０
０
日
を
達
成

部
地
区
で
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
５
０
０
日

を
達
成
し
た
と
し
て
、
三
戸
地

区
交
通
安
全
協
会
南
部
支
部

（ 
工  
藤  
智  
也 
支
部
長
）
と
三
戸

く 

ど
う 
と
し 

や

地
区
交
通
指
導
隊
南
部
支
隊

（ 
石  
井  
寿  
明 
支
隊
長
）
に
、
三
戸

い
し 

い 

と
し 
あ
き

警
察
署
と
三
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

三
戸
警
察
署
の
佐
藤
彰
署

長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
っ

た
工
藤
支
部
長
と
石
井
支
隊

長
は
「
こ
れ
か
ら
も
街
頭
指
導

を
行
い
な
が
ら
交
通
事
故
防

止
に
努
め
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

表
彰
状
を
手
に
喜
ぶ
工
藤
支
部

長
（
左
）
と
石
井
支
隊
長
（
右
）

南

園地を確認しながら、収穫に思いを馳せる利用者

農

収穫に思いを馳せる
ふくちふれあい体験農園開園式

業者以外の人に自家用野菜づくりを通

じて、農業に対する親しみと理解を深め

てもらおうと町が開設している「ふくちふれあ

い体験農園」の開園式が、４月２０日に行われま

した。

　元名久井農業高等学校実習教諭の中村研一

さんから、枝豆やトマト、トウモロコシなどの

栽培アドバイスを受けた約３０人の申込者は、そ

の後、抽選で決まった自分の園地を確認し「今

から収穫が楽しみ」「昨年おいしくできた大根

やニンジンを今年も栽培したい」と収穫に思い

を 馳 せていました。
は

月２７日、南部町運動公園を発着とするコ

ースで「うぐいすマラソン大会」が行わ４
れました。３・５・１０㎞のコースで、男女別や

世代別の１３種目には、町内外から約７００人が出

場。桜の花がほころび始めた福地路を駆け抜

けました。

　開会式では、選手を代表して杉沢中学校３年

の小村洋二くんが「うぐいすの里を最後まで走

りぬくことを誓います」と宣誓。工藤町長の号

砲でスタートした選手は、町民や仲間の声援を

受けながら健脚を競い、さわやかな汗を流して

いました。

さわやかな汗を流し健脚を競う
うぐいすマラソン大会

満開の桜の下、健脚を競う参加ランナー

人
権
擁
護
委
員
表
彰

長
年
の
功
績
が

　
　

認
め
ら
れ
る

左から工藤俊美さん、橋本とも子さん、澁田三孝さん

月　

日
に
八
戸
市
で
開
か

２１
れ
た
「
八
戸
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
定
時
総
会
」
で
、
人
権

擁
護
委
員
の 
澁  
田  
三  
孝 
さ
ん
（
福

し
ぶ 

た 

み
つ 
た
か

地
地
区
福
田
）
が
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
長
表
彰
、 

工  
藤  
俊  
美 

く 

ど
う 
と
し 

み

さ
ん
（
南
部
地
区
門
前
）
と 
橋  
本 

は
し 
も
と

と
も
子
さ
ん
（
南
部
地
区
相
内
）

が
青
森
地
方
法
務
局
長
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
長
年

に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
人
達
の
相

談
に
応
じ
る
な
ど
、
活
動
の
功
績

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

５
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　達者村農業観光振興会（小沢田晃会長）

が主催する「果樹の花見散策ウォーク」が

４月３０日に開かれ、町内外から約１００人が参

加しました。

　ながわ農業観光案内所を出発した参加者

は、汗ばむ陽気のなか、さくらんぼや桃の

花を楽しみながら約６㎞のコースを散策。

途中、 蹴揚観光梨園で「果樹の花見オープ

ニングセレモニー」も行われ、 達者村農業

観光振興会の小沢田会長が「秋にはおいし

い果実が実りますので、またお越しくださ

い」とあいさつを述べました。

　昼食の郷土料理も大好評で、昼食を済ま

せた参加者は、果樹の花咲く達者村を楽し

みながら散策していました。

汗ばむ陽気のなか、
果樹の花を楽しみながら散策

果樹の花見散策ウォーク

 ３ 省連携のプロジェクトで
県内唯一のモデル地域に

指定される　　　　　　
子ども農山漁村プロジェクトで

どこよりも早く受入れ体験を開始

河守田さん（右）から
中心花の見分け方を教わる児童

　

総
務
省
、
農
林
水
産
省
、
文
部

科
学
省
で
は
、
力
強
い
子
ど
も
の

成
長
を
支
え
る
教
育
活
動
と
し

て
、
小
学
生
の
農
山
漁
村
で
の
長

期
宿
泊
体
験
な
ど
を
推
進
す
る

「
子
ど
も
農
山
漁
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
、
̏
省
連
携
し
て
今
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

達
者
村
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
連
絡
協

議
会
（
中
村
善
一
会
長
）
は
、
他

地
域
の
育
成
支
援
を
図
る
た
め
の

「
先
導
型
受
入
モ
デ
ル
地
域
」に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
で

　

地
域
、
県
内
で
は
当
町
だ
け
が

１４指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
で
す
。

　

̑
月　

日
に
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

１２

ト
の
一
環
と
し
て
、
階
上
町
の
小

舟
渡
小
学
校
̑
・
̒
年
生　

人
が

１７

名
川
地
区
下
名
久
井
の
河
守
田
雄

一
さ
ん
の
り
ん
ご
園
を
訪
れ
、
摘

花
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
河
守

田
さ
ん
の
指
導
を
受
け
た
児
童

は
、
友
達
同
士
で
中
心
花
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
合
い
な
が
ら
作
業
に
汗

を
流
し
「
お
い
し
い
り
ん
ご
が
出

来
れ
ば
い
い
な
」
と
笑
顔
で
体
験

の
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
今
後
、
南
部
町
内
の

受
入
れ
先
で
田
植
え
や
稲
刈
り
の

ほ
か
、
農
家
民
泊
、
名
久
井
小
と

交
流
し
な
が
ら
の
り
ん
ご
づ
く
り

な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

達
者
村
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
連
絡
協

議
会
の
中
村
会
長
は
「
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
果
物
や
野
菜
を
目
に
し
た

と
き
、
農
家
の
苦
労
が
分
か
る
よ

う
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

満
開
の
さ
く
ら
ん
ぼ
の
花
に

目
を
奪
わ
れ
る
参
加
者

今年度の取り組み説明に耳を傾ける委員

　５月１２日、名川分庁舎で「達者村づくり委員会」が

開かれ、実施事業について理解を深めたほか、達者村

づくり委員会総務会の佐々木進会長、中村善一副会長、

小沢田晃副会長を、満場一致で再任しました。

　開会では、工藤町長が「よりよい達者村づくりのため

に、 委員の皆さんのご協力をお願いします」 とあいさつ。

会議では、町担当者が昨年度の活動実績を報告したほ

か、今年度の事業実施計画や予算について説明し、昨

年度に引き続き花壇コンテストを開催するほか、新た

に「達者村ずっぱど農園」を開園することが了承され

ました。

　ずっぱど農園は、福地地区に開園する２０アールの農

園で、農作業アドバイザー指導のもと、一つの畑を参

加者同士が協力して農作物を共同栽培する「指導者付

き共同管理ほ場」。１０月までの毎週水曜日、とうもろこ

しや枝豆、にんにくなどの農作物を栽培する予定です。

達者村づくり委員会が開かれる
新企画「ずっぱど農園」など実施事業を了承

広報なんぶちょう６月号9

このコーナーでは、達者村づくり委員が町内の達者な人々を独自の視点で取材し、紹介していきます。

農林水産省から受けた「さくらんぼづくりの達人」の

パネルを手にする西村忠志さん　　　　　　　　　　

久保委員（右）による取材風景

　

今
回
の
達
者
人
コ
ラ
ム
で
は
、
高
校
卒
業
後
の　

年
も
の
間
農
業
に
打
ち

40

込
み
、
新
し
い
栽
培
方
法
や
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
つ
つ
、
よ
り
良
い

農
作
物
の
生
産
に
挑
戦
し
続
け
て
い
る
西
村
忠
志
さ
ん
（　

歳
・
名
川
地
区

57

平
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　町および名川さくらんぼ狩り実行委員会では、次により「達

者村チェリーフォトコンテスト」を開催します。お客様がさ

くらんぼをもぎとり体験して楽しむ姿や、収穫・出荷作業に

いそしむ農家の姿など「さくらんぼをテーマとした人物」の

写真応募をお待ちしています。

達者村チェリーフォトコンテスト作品募集
応募期間　６月２３日□月 ～８月２９日□金 

■被写体の題材　達者村（南部町）で開催される

達者村農業観光「さくらんぼ狩り」をテーマに

した人物。

■応募資格　プロ・アマチュアの別、年齢、住所

を問いません。

■応募規定　Ｌ判以上のカラー写真に応募票を添

え、郵送または持参により応募してください。

■その他　詳しくは、各庁舎や公民館に備付けの

チラシ、町・達者村ホームページでご確認くだ

さい。

■申込み・問合せ先

　〒０３９−０５９５

　南部町大字平字広場２２　名川分庁舎

　農村交流推進課　☎ ０１７８・７６・２１１１

　

私
が
西
村
さ
ん
と
知
り
合
っ
た

の
は
、
今
か
ら
約　

年
前
の
お
互

３０

い
が
体
育
指
導
委
員
を
務
め
て
い

た
頃
の
こ
と
で
す
。
頑
丈
そ
う
な

大
き
な
体
つ
き
で
、
そ
れ
に
見
合

う
体
力
や
積
極
的
な
性
格
で
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
様
々

な
活
動
を
こ

な
し
、
地
元
の
青
年
団
長
を
務
め

た
ほ
か
、
地
区
代
表
と
し
て
青
森

県
の
行
う
海
外
研
修
に
参
加
す
る

成
・
登
録
な
ど
に
も
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。

　

「
新
し
い
事
に
取
り
組
む
と
い

う
の
は
、
毎
日
が
試
行
錯
誤
の
連

続
と
な
り
確
か
に
大
変
な
面
も
あ

る
が
、
そ
れ
が
付
加
価
値
に
な
り

お
客
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
と
な
れ
ば
、
や
は

り 
頑  
張 
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

が
ん 

ば

思
う
」
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

の
意
味
を
語
る
西
村
さ
ん
。
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
精
進
を
重
ね
続
け

て
、
達
者
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

な
ど
し
て
得
た
見
識
も
備
え
て
い

ま
す
。

　

西
村
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
間

も
な
く
山
形
県
で
さ
く
ら
ん
ぼ
の

栽
培
研
修
を
受
け
、
合
わ
せ
て
山

を
切
り
開
き
苗
木　

本
を
仕
入
れ

５０

て
栽
培
を
開
始
。
幹
に
振
動
を
加

え
て
樹
勢
を
調
整
す
る
な
ど
、
早

く
も
新
し
い
試
み
を
導
入
し
て
い

た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

そ
の
後
も
「
必
要
な
手
間
と
お

金
は
徹
底
的
に
か
け
な
け
れ
ば
」

と
、
さ
く
ら
ん
ぼ
園
地
へ
の
コ

ラ
ー
ゲ
ン
や
魚
の
エ
キ
ス
の
散

布
、
水
田
で
の
鯉
の
飼
育
に
よ
る

有
機
無
農
薬
化
な
ど
、
新
し
い
栽

培
技
術
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
お
客
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
農
産
物

の
生
産
に 
果 か 
敢 
に
取
り
組
み
続
け

か
ん

て
お
り
、
こ
う
し
た
西
村
さ
ん
の

努
力
は
さ
く
ら
ん
ぼ
の
新
品
種

「
紅
真
珠
」
や
「
ミ
ス
平
成
」
の
育
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人
材
派
遣
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

す
る
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー

プ
（
本
社
・
東
京
都
）
の
「
農

業
イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
０
８　

青
森
県
」
の
開
講

in

式
が
４
月　

日
に
チ
ェ
リ
ウ
ス

２２

で
行
わ
れ
、
３
人
の
研
修
生
が

受
入
れ
農
家
や
関
係
者
を
前

に
、
研
修
に
か
け
る
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
㈱
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー

プ
の
山
本
絹
子
取
締
役
専
務
執

行
役
員
が
「
短
い
研
修
期
間
で

す
が
、
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ぼ
う
と
い
う
３
人
の
研
修
生

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
、
達
者
村
農
業
観
光
振
興

会
の
小
沢
田
晃
会
長
が
「
受
入

れ
農
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
達
者

村
の
良
さ
を
存
分
に
体
験
し
て

く
だ
さ
い
」
と
研
修
生
を
激
励

し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
「
今
回
の
研
修
を

機
に
、
農
業
に
関
す
る
力
を
つ

け
た
い
」「
南
部
町
が
第
二
の
ふ

る
さ
と
と
な
る
よ
う
、 

頑  
張 
り

が
ん 

ば

た
い
」
と
力
強
い
意
気
込
み
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
就

農
を
考
え
る
意
欲
あ
ふ
れ
る
人

を
対
象
に
し
た
農
業
研
修
で
、

町
が
受
入
れ
る
の
は
今
年
で
４

年
目
。
研
修
生
は
町
内
の
受
入

れ
農
家
指
導
の
も
と
、
果
樹
栽

培
や
観
光
農
園
で
の
販
売
実
習

な
ど
を
、
今
年　

月
ま
で
体
験

１１

し
ま
す
。
現
在
、
農
業
の
可
能

性
を
求
め
て
学
ん
で
い
る
３
人

の
研
修
生
を
紹
介
し
ま
す
。

　

３
人
の
若
者
が
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

農
業
イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト　

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
社
で
働
い
て

い
ま
し
た
が
、
高
校
生
の
頃
か
ら

興
味
の
あ
っ
た
「
自
然
の
中
で
働

く
こ
と
」
が
ど
う
し
て
も
心
残
り

だ
っ
た
の
で
、
今
回
の
研
修
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

農
業
は　

年
ほ
ど
前
に
１
週
間

１０

程
度
の
体
験
を
し
た
だ
け
で
す
の

で
、
技
術
や
知
識
は
ま
っ
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。
農
作
業
は
も
ち
ろ

ん
、
農
機
や
工
具
の
使
い
方
な
ど

基
本
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

　

自
分
が
就
農
し
た
と
き
の
こ
と

を
念
頭
に
、
興
味
の
あ
る
減
農
薬

へ
の
工
夫
を
学
び
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

大
学
院
で
は
、
培
養
液
を
使
っ

た
野
菜
づ
く
り
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
ま
ま
農
業
法
人
等
へ
の

就
職
も
考
え
た
の
で
す
が
、
就
職

後
は
こ
の
よ
う
な
研
修
に
参
加
で

き
な
い
の
で
は
と
考
え
、
も
う
少

し
農
業
を
学
ぶ
道
を
選
び
ま
し

た
。

　

栽
培
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
い

か
に
し
て
作
っ
た
野
菜
を
売
る
か

と
い
う
こ
と
に
興
味
が
あ
り
ま
す

の
で
、
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
し
っ

か
り
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
道
な
作
業
は
予
想
以
上
に
大

変
で
す
が
、
収
穫
を
楽
し
み
に
毎

日
、
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

有
機
栽
培
の
農
場
で
仕
事
を
手

伝
う
か
わ
り
に
、食
事
や
泊
る
と

こ
ろ
を
提
供
し
て
も
ら
う「
Ｗ
Ｗ

Ｏ
Ｏ
Ｆ（
ウ
ー
フ
）」と
い
う
取
り
組

み
が
あ
る
の
で
す
が
、
３
年
前
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の 
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｆ 

ウ　
　

ー　
　

フ

に
申
込
み
、
自
給
自
足
の
有
機
農

業
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
予
想
以
上

に
手
作
業
が
多
い
こ
と
に
驚
く
と

と
も
に
、
手
を
か
け
て
大
切
に
育

て
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま

す
。
将
来
は
、
地
球
環
境
に
負
担

を
か
け
な
い
農
業
に
取
り
組
ん
で

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

受入れ農家や関係者に研修の意気込みを語っていました

減農薬の工夫を
学びたい

地球にやさしい
農業を

いかにして販売
するかに興味

香 取 功 二 さん

かとり・こうじ
千葉県出身

３１歳
趣味はパソコン、読書

受入先／蹴揚福男さん
名川地区上名久井

宮 本 真理子 さん

みやもと・まりこ
神奈川県出身

２９歳
趣味は登山、旅行

受入先／小沢田晃さん
名川地区高瀬

岡 原 　 功 さん

おかはら・いさお
広島県出身

２７歳
趣味は美味しいものを食べること

受入先／泉山茂さん
南部地区二又
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町の土地を

先着順で

売却して

います。

■受付　随時、受付けています。

■申込みに必要な書類

▽普通財産買受申請書 （財政課に備付け

ているほか、町ホームページからも

ダウンロードすることができます）

▽身分を証明する書類 （申込み日の１カ

月以内に発行されたもの）

■その他　

▽現地説明会は行いませんので、申込

み前には必ず現地を確認してくださ

い。

▽同じ日に複数の申込みがあったとき

は、抽選により決定します。

■問合せ先　財政課 ☎ ０１７８・８４・２１１１

備　　考売却金額 （円）面積 （㎡）地目住　所物件番号

旧名川分署跡地・残存基礎杭有５,７１７,０００４７２.５２宅地下名久井字八森1-8１

旧母子健康センター跡地９,５２９,０００７８７.５４宅地下名久井字八森3-4２

旧名川幼稚園跡地８,４２３,０００７９５.６４宅地下名久井字前田17-1３

－７,９７７,１００３３１.００雑種地沖田面字沖中124-3４

旧相内小プール跡地・既存建物、 プール付２,９３２,０００６５９.００雑種地相内字沢52-6５

旧麦沢集会所・既存建物付３,１００,０００１,４７２.７０宅地麦沢字差和11-1６

※１ ４～８月年金天引きの保険料は、仮徴収額です。平成１９年の所得で計算された平成２０年度の１０月以降の保険料は、

　　 仮徴収額を差し引いた額となります。

※２ 保険料と介護保険料の合計額が、年金受給額の２分の１を超える場合は、納付書などで納めていただきます。

後期高齢者医療制度（長寿医療制度）加入の皆様へ

　後期高齢者医療制度（長寿医療制度）に加入している皆様へ保険料の納付

方法についてお知らせしますので、ご確認ください。

■問合せ先　健康福祉課 ☎0178 ・ 76 ・ 2111

年金額は、年額１８万円以上ですか？

３月３１日まで国民健康保険の加入者でしたか？１月中旬まで国民健康保険の加入者でしたか？

３月31日まで国民健康

保険の加入者でした

か？

社会保険等の加入者

本人でしたか？

社会保険等の加入者

本人でしたか？

 ７ 月 か ら 納
付書など
で納めて
いただき
ます。

 ４ ～ ９ 月 ま で の 保 険
料負担は無く、１０
月から納付書など
で納めていただき
ます。

 ４ ～ ９ 月までの保険料負担は無く、１０
月の年金から天引きとなります。 ※ ２

１０月の年金から天
引 き と な り ま す の で、
７～９月までは、納
付書などで納めて
いただきます。 ※ ２

 ４月の年金から天引
きとなりました。 ※ １

ただし※２に該当
し、天引きされな
かった人　　　　
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まちの話題

肥料を入れながら植樹する参加者

左から西村陽太くん、千浦央士くん、中野泰成くん、相内美
空さん、中里瑞穂さん

❶勇壮なはしご乗りを披露　❷
中継送水競技で１位を獲得した
南部第１０分団（正寿寺）　❸歴史
と伝統を誇るまとい振り

●

●

●２ 

●３ 

●

●１ 

今年度初出場の大会で好成績
南部町空手道協会

　青森県空手道選手権大会兼全国空手道選手権大会

青森県予選会が、５月４日に弘前市の青森県武道館

で開かれました。町空手道協会からは小・中学生１２

人が出場して次のとおり優秀な成績を収め、８月に

仙台市で開かれる全国大会に駒を進めました。

【団体戦】　・小学校低学年形の部　準優勝

　　　　　　 西  村  陽  太 （南部小）・  千  浦  央  士 （向小） ・
にし むら よう た ち うら ひろ と

　　　　　　 相  内  美  空 （南部小）
あい ない み く

【個人戦】　・小学４年男子形の部

　　　　　　　準優勝　 西  村  陽  太 （南部小）
にし むら よう た

　　　　　・小学５年男子形の部

　　　　　　　第３位　 中  野  泰  成 （南部小）
なか の たい せい

　　　　　・小学４年女子形の部

　　　　　　　優　勝　 相  内  美  空 （南部小）
あい ない み く

　　　　　・中学２年女子形の部

　　　　　　　準優勝　 中  里  瑞  穂 （南部中）
なか さと みず ほ

　　　　　・中学２年女子組手の部

　　　　　　　優　勝　 中  里  瑞  穂 （南部中）
なか さと みず ほ

火消しの心意気を示す
三戸地区消防団連合観閲式

　三戸地区消防団連合観閲式が、４月２９日に南部

町と三戸町を会場に行われました。

　南部町、三戸町、田子町から参加した約１,１２０人

の消防団員と６２台の消防車両は、観閲者を務める

久慈豊三戸町長の観閲を受けた後、徒歩部隊と車

両部隊による分列行進で勇姿を披露していまし

た。

　式典後には玉落とし競技も行われ、地上約６

メートルに設置された玉を落とそうと放水する消

防団員に、大勢の観衆から声援が送られていまし

た。７回に分けて行われた同競技では、南部第２

分団（大向）が２年連続となる１位を獲得したほ

か、福地第２分団（福田）と第６分団（杉沢）が

福地地区初となる１位を獲得しています。

満開の桜を思い描きながら植樹
名川ロータリークラブで桜の苗木を植樹

　名川ロータリークラブでは５月１０日、すぱーく名

川の園庭にオオヤマザクラ約２０本を植樹しました。

　当日は会員と家族のほか、同クラブと一緒に奉仕

清掃活動を行っている名久井農業高等学校インター

アクトの生徒、名川地区の青年団員など約６０人が参

加。将来、咲き誇る満開の桜を思い浮かべながら、

スコップや重機で掘った穴に高さ２メートルほどの

サクラの苗木を植えていました。

　同クラブでは、約４０年前から町内公共施設への植

樹活動をしており、会員は「町民や町を訪れる人に、

緑いっぱいの癒しを届けたい」と話していました。

プライバシー保護のため　　　　　　

インターネットへの掲載は省略します

広報なんぶちょう６月号15

TOWN  TOPICS

販売機利用者第１号として缶コーヒーを購入した庭田防犯
協会長（左）と、みちのくコカ・コーラボトリング株式会社
三戸営業所の照井松夫所長

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
は
、
参
加
者
の
思

い
出
深
い
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
ま

し
た
（
写
真
提
供
／
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
）

郡内初となる自動販売機
運動公園に防犯支援自動販売機を設置

　青森県警察と、みちのくコカ・コーラボトリング

株式会社では、地域の安全安心のまちづくり推進の

ために防犯支援自動販売機の設置を進めています

が、三戸郡内初となる同販売機が福地地区の南部町

運動公園駐車場に設置されました。

　販売機は青い色に塗装された専用のデザインで、

売り上げの一部は町防犯協会に支援金として寄付さ

れます。４月２８日の除幕式では、町防犯協会の 庭  田 
にわ た

 義  雄 会長が「皆さまからいだたく支援金は、町の防
よし お

犯活動に大切に使わせていただきます」とお礼を述

べていました。

大海原で発見と感動の連続
Ｂ＆Ｇ体験クルーズ

　Ｂ＆Ｇ財団が主催する「Ｂ＆Ｇ体験クルーズ」が

３月２６日から３１日まで、小笠原諸島を会場に開催さ

れました。

　当町からは 林  和  美 くん（福地小４年）、 小  橋  夏  美 さ
はやし かず み こ ばし なつ み

ん（杉沢小４年）、 工  藤  直  樹 くん（名久井小４年）、
く どう なお き

 西  塚  夏  美 さん（名久井小４年）、 堀  合  真  帆 さん（剣吉
にし づか なつ み ほり あい ま ほ

小６年）の５人が参加。全国から集まった約５００人の

小・中学生とともに、ウミガメの放流や海洋観察な

どの活動を通して、自然の大切さを学んできまし

た。（学年は参加当時のものです）

いちごを２つくっつけるとハートの形になるよ、と

教えてくれる園児

おいしいいちごに大満足
チェリー保育園いちご狩り

　名川地区法光寺のベリーズ司園（ 工  藤  司 園主）で
く どう つかさ

は４月２１日、チェリー保育園の年長組園児２６人をい

ちご狩りに招待しました。

　園児は赤く大きいいちごを小さな手で大事そうに

採り「甘くておいしい」と表情をほころばせていま

した。また、友達といちごの大きさを競い合った

り、大きいいちごを探して駆けまわる園児の楽しい

声が、いちごハウス内に響いていました。

元気でねと声をかけながら放流していました

元気に戻ってきてね
名久井小学校児童がサケの稚魚を放流

　名久井小学校４・５年生の５６人が、馬淵川さけ・

ます増殖漁業協同組合で、サケの稚魚を放流しまし

た。

　同校では毎年、４年生を対象に名川Ｂ＆Ｇ海洋セ

ンターと共催で「水に賢い子どもを育む年間型プロ

グラム」に取り組んでおり、稚魚の放流はその一環

として行われたものです。また、昨年秋に同プログ

ラムでサケの採卵を体験した５年生は、校内で 孵  化 
ふ か

させた稚魚を放流。「元気で帰ってきてね」と手を

振って別れを惜しんでいました。

　放流体験後、児童はサケがきれいな川に戻ってこ

られるようにと、川沿いのゴミを拾いながら学校へ

戻りました。

プライバシー保護のため　　　　　　

インターネットへの掲載は省略します

プライバシー保護のため　　　　　　

インターネットへの掲載は省略します
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だより
厚生労働大臣認定・健康増進施設

☎ 0178・84・2850
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名川病院ガイド 問合せ先
☎ 0178・76・2001

外科、内科、循環器科、皮膚科、小児科
肛門科、アレルギ－科、歯科

診療科

広報なんぶちょう６月号19

潤としょしつ通信
名川中学校図書室１階（☎ ０１７８・７６・３１２１）
休室日　６月９日□月 、１６日□月 、２３日□月 、２７日□金 

３０日□月 　　　　　　　　　　　

新刊案内
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ジーン・ワルツ
海堂　尊 著

32歳の美貌の産婦人科医・曾

根崎理恵。人工授精のエキス

パートである彼女のもとに、

それぞれの事情を抱える５人

の女が集まった。強烈なキャ

ラクターが魅せる最先端医療

ミステリー。

流星の絆
東野　圭吾 著

洋食店「アリアケ」の経営者

夫妻が殺された。功一、泰

輔、静奈の３兄弟は両親の仇

討ちを流星に誓う。１４年後、

彼らが仕掛けた復讐計画。最

大の誤算は、妹・静奈の恋心

だった。

6 JUNE 7 JULY
8765432130292827262524232221201918171615141312111098765
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GⅠ多摩川５４周年記念競走

桐生ナイター
一般戦

尼崎一般戦 GⅠ丸亀５６周年記念競走 SG芦屋グランドチャンピオン決定戦 常滑
一般戦

若松ナイター一般戦 GⅢ蒲郡女子リーグ戦 桐生ナイター
一般戦

G Ⅰ 下関モーターボート大賞

桐生ナイター
一般戦

GⅠ住之江
ダイヤモンドカップ

G Ⅰ 江戸川 ５３ 周 年 記念競走

デーレース ナイターレース



金木

65
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 ペットボトル  名川Ａ・南部Ａ

 段ボール  名川Ｂ・南部Ｂ

 粗大  桜町・剣吉山・新開地・桜本町・
　　　７区・８区

 1・6  ぼたんの里

 個・小向  三種混合

1312
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 段ボール  名川Ａ・南部Ａ

 新・雑・チラシ  名川Ｂ・南部Ｂ

 粗大  上斗賀・下斗賀・９区・10区・

　　　11区

 個・小向  ＭＲ混合

2019
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 ペットボトル  名川Ｂ・南部Ｂ

 新・雑・チラシ  名川Ａ・南部Ａ

 粗大  上中町・荒町・あじさい町内・

　　　小波田第１・小波田第２

 乳健  ゆとりあ

2726
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 粗大  虎渡・二又・古町・馬場

43 広報７月号発行予定日
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

ペットボトル  名川Ａ・南部Ａ

 段ボール  名川Ｂ・南部Ｂ

 粗大  上名久井 （上）・小向・正寿寺

 ２歯  中央公民館

 個・小向  三種混合

1110 
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 段ボール  名川Ａ・南部Ａ

 新・雑・チラシ  名川Ｂ・南部Ｂ

 粗大  上名久井 （下）・門前

 個・小向  ＭＲ混合

土 SATURDAY／日 SUNDAY

7
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

8 

14
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

15

21
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

22

28
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

29

5
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

6

12 ジャックドまつり
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

13

こ
の
ペ
ー
ジ
は
抜
き
取
っ
て
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す

 個・小向  …個別接種（小向クリニック）受付8時30分～12時、13時30分～16時　  個・南医  …個別接種（南部医院）受付10時～11時、17時～18時

 個・川外  …個別接種（川守田外科胃腸科）受付14時30分～15時　 個・名病  …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分

 個・南病  …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分　 集団  …集団予防接種（受付13時～13時20分）

FRIDAYTHURSDAY水火月

 可燃  …可燃物    不燃  …不燃物    粗大  …粗大ごみ    ペット  …ペットボトル    新  …新聞紙    雑  …雑誌    段  …段ボール
名川Ａ…名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ…名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ…南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10区、11区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ…南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ…福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ…福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地……福地全地区

11109
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 缶・ビン・ペット  福地

 個・川外  三種混合・ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 乳相  中央公民館

 ４相  中央公民館

 可燃  福地

 不燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 ビン  名川Ａ・南部Ａ

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 個・南病  ＭＲ混合

181716
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 新聞・段ボール  福地

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 個・南医  ＭＲ混合

 可燃  福地

 不燃  名川Ａ・南部Ａ

 ビン  名川Ｂ・南部Ｂ

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

252423
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 雑・チラシ・古布・その他の紙・  

 缶・ビン・ペット  福地

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 集団  中央公民館 （ポリオ）

 可燃  福地

 不燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 ビン  名川Ａ・南部Ａ

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 個・南病  ＢＣＧ

27月1日30
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 不燃  福地

 個・川外  ＢＣＧ、三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 個・南医  三種混合

 可燃  福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

987
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 缶・ビン・ペット  福地

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 個・南医  ＭＲ混合

 可燃  福地

 不燃  名川Ａ・南部Ａ

 ビン  名川Ｂ・南部Ｂ

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 個・南病  三種混合

 1・6  …１歳６カ月児健診（H18.10～H18.11生）受付12時～12時20分

 乳相  …乳児健康相談（H20.1～H20.3生）受付９時30分～10時、（H19.6～H19.8生）受付10時～10時30分

 ４相  …４歳児健康相談（H15.9～H15.11生）受付13時～13時30分

 ２歯  …２歳児歯科健診（H17.11～H17.12生）受付12時50分～13時10分   乳健  …乳児健康診査（H19.10～H19.11生）受付12時30分～13時

WEDNESDAYTUESDAYMONDAY
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お 知

ら せ

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
ら
れ

る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
、
毎
年
６
月
に
「
児
童

手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

６
月
以
降
の
児
童
手
当
は
、
こ

の
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
す
る
書
類

▽
児
童
手
当
現
況
届
（
郵
送
し
ま

す
）

▽
保
険
証
の
写
し
ま
た
は
申
立
書

▽
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
南

２０

部
町
に
住
所
が
な
か
っ
た
人

は
、
前
住
所
地
の
児
童
手
当
用

の
所
得
証
明
書

■
提
出
期
限　

６
月　

日
□月
 
３０

■
提
出
先　

健
康
福
祉
課
（
名
川

分
庁
舎
）、
本
庁
舎
お
よ
び
南

部
分
庁
舎
窓
口
、
剣
吉
支
所

■
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

　

乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証
は
、

有
効
期
限
の
切
れ
る
１
カ
月
前
か

ら
更
新
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
更
新
の
た
め
の
通
知
は

し
ま
せ
ん
の
で
、
お
手
持
ち
の
受

給
資
格
証
を
お
確
か
め
の
う
え
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

▽
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証

▽
印
鑑

▽
保
険
証

▽
通
帳
な
ど
振
込
先
の
口
座
番
号

が
確
認
で
き
る
も
の

■
受
付
場
所　

健
康
福
祉
課
（
名

川
分
庁
舎
）、
本
庁
舎
お
よ
び

南
部
分
庁
舎
窓
口
、
剣
吉
支
所

■
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

　

昨
年
度
、
多
く
の
町
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
制
作
し
た
心

の
健
康
ビ
デ
オ
「
い
の
ち
を
つ
な

ぐ
わ
（
私
・
和
）
の
町
」
の
世
帯

回
覧
を
、
今
月
中
旬
か
ら
始
め
ま

す
。

　

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
本
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
は
じ
め
に
名

川
地
区
の
全
行
政
区
を
回
覧
し
た

あ
と
、
南
部
地
区
、
福
地
地
区
の

順
に
回
覧
い
た
し
ま
す
。
お
手
元

に
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
届
き
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
ご
覧
に
な
り
、

心
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

　

チ
ェ
リ
ウ
ス
で
は
、
あ
か
ね
の

根
で
染
め
た
生
地
を
縫
製
し
て

ト
ー
ト
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
す
。
染

め
方
か
ら
縫
製
ま
で
、
楽
し
み
な

が
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
期
日　

６
月　

日
か
ら
７
月

１８

　

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
全

１６５
回
）

■
時
間　
　

時
～　

時

１０

１２

■
場
所　

チ
ェ
リ
ウ
ス

■
講
師　

草
木
染
工
房 
｢
む
り
く

り
｣
代
表
・
工
藤
久
子
氏

■
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１５

■
受
講
料　

５
千
円

■
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、

裁
縫
道
具
、
筆
記
用
具

児童手当

児
童
手
当
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

更新手続

乳
幼
児
医
療
費
受
給

資
格
証
の
更
新
手
続
き

回覧案内

心
の
健
康
ビ
デ
オ

世
帯
回
覧
を
開
始

参加募集

草
木
染
め
講
習
会

今月の納期

町県民税（１期分）

■納期限　６月３０日□月 
■口座振替日　６月２５日□水 
■問合せ先

　税務課　☎ ０１７９・３４・２１１１

行政相談・人権相談

■日時　７月３日□木 　１３～１５時
■場所　福地公民館、中央公民

館、剣吉公民館（人権相談の

み）、ぼたんの里

■問合せ先△

行政相談は総務課

　☎ ０１７８・８４・２１１１△

人権相談は住民生活課

　☎ ０１７９・３４・２１１１

information

南部町の人口と世帯数
（平成２０年５月２０日現在）

対先月比

人 口

男

女

世帯数

21,632人　
10,408人　
11,224人　
7,444世帯

（−14）

（−  8）

（−  6）

（＋  3）
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お 知 ら せ information

■
申
込
み
期
限　

６
月　

日
□日
 
１５

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

チ
ェ
リ

ウ
ス

☎
０
１
７
８
・　

・
１
０
０
１

７６

■
期
間
お
よ
び
人
数

▽
７
月　

日
□土
 

～
８
月　

日
□日
 

１９

２４

＝
６
人

▽
７
月　

日
□土
 

～
９
月　

日
□火
 

１９

３０

＝
２
人

■
資
格　
　

メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ

５０

る
高
校
生
以
上
の
人
。

■
時
間　

８
時　

分
か
ら　

時
ま

３０

２１

で
の
う
ち
２
～
８
時
間
。

■
内
容　

プ
ー
ル
の
監
視
・
点
検

お
よ
び
清
掃
な
ど
。

■
時
給　

高
校
生
＝
６
２
０
円
、

ボランティアごみ袋を

ご活用ください　　　

　町は、地域の環境美化活動を

支援するため、道路、公園、河

川など公共の場所をボランティ

アで清掃する団体に、ボラン

ティアごみ袋を無料で差し上げ

ています。

　この袋は「燃やせるごみ」専

用ですので、清掃活動で集めた

紙くずやタバコの吸いがら、プ

ラスチックなどの可燃ごみを入

れ、地区のごみ集積所に決めら

れた時間までに出してくださ

い。不燃ごみは、各地区で定め

られている方法により、ごみ集

積所へ出してください。

■ごみ袋の受取り　環境衛生課

（本庁舎）または名川分庁舎、

南部分庁舎の各窓口に備付け

の交付簿に必要事項を記入

し、お受け取りください。

■問合せ先　環境衛生課

☎ ０１７８・８４・２１１１

大
学
生
以
上
＝
６
５
０
円

■
申
込
み　

履
歴
書
に
写
真
を
貼

り
付
け
、
６
月　

日
□日
 

ま
で
に

２２

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

採
用
者
に
は
心
肺
蘇

生
法
等
の
講
習
を
受
講
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ

く
ち

☎
０
１
７
８
・　

・
２
８
５
０

８４

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
人
の
命
を
救
う
た

め
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
健

１６

６９

康
な
人
に
献
血
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
期
日　

６
月　

日
□木
 
２６

■
受
付
時
間
・
場
所

▽
９
時
～　

時
＝
南
部
分
庁
舎
前

１１

▽　

時
～　

時　

分
＝
福
地
公
民

１５

１６

３０

館
前

■
そ
の
他　

安
全
で
責
任
あ
る
献

血
を
お
願
い
す
る
た
め
、
受
付

時
に
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
の
提
示
を
求

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

　

硬
式
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
齢
、
性

別
を
問
い
ま
せ
ん
。
ジ
ュ
ニ
ア
、

初
心
者
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
週
の
練
習
日
に
は
、

初
心
者
を
対
象
と
し
た
教
室
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
練
習
日　

毎
週
火
曜
日

■
練
習
時
間　
　

時
～　

時

１９

２１

■
練
習
場
所　

名
川
中
学
校
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

硬
式
テ

ニ
ス
協
会
・
宮
川
（
☎
０
９

０
・
８
７
８
６
・
７
２
９
６
）

ま
た
は
川
村
（
☎
０
９
０
・
３

３
６
２
・
１
７
６
８
）

■
期
日　

７
月　

日
□日
 
２７

■
時
間　
　

時
～　

時

１０

１６

■
場
所　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
八
戸
支
局

■
資
格　

小
学
生
。
駒
の
動
か
し

方
が
分
か
る
程
度
の
児
童
も
歓

迎
し
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

八
戸
支
局
へ
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

☎
０
１
７
８
・　

・
９
２
１
１

４３

胃

０
１
７
８
・　

・
９
２
０
０

４５

募集案内

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

会員募集

硬
式
テ
ニ
ス
協
会

開催案内

Ｎ
Ｈ
Ｋ

子
ど
も
将
棋
大
会

献血案内

献
血
に
ご
協
力
を

道路側溝から出た泥などはボラン
ティアごみ袋には入れず、これまで
と同じ方法で処理してください。
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助成案内

ろ
う
き
ん
１
億
円
基
金

助
成
団
体
を
募
集

　

東
北
労
働
金
庫
青
森
県
本
部
は
、

県
内
各
地
で
元
気
な
ふ
る
さ
と
づ

く
り
の
た
め
に
活
動
す
る
団
体
を

応
援
す
る
「
ろ
う
き
ん
１
億
円
基

金
助
成
事
業
」
の
応
募
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

文
化
、
教
育
、
福
祉
、

環
境
保
護
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
地
域
づ
く

り
活
動
を
し
、
次
の
要
件
を
満

た
す
団
体
。

▽
団
体
の
意
志
を
決
定
し
、
執
行

す
る
組
織
が
確
立
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

発掘臨時職員募集

■期間　７月７日□月 から９月３０日□火 まで。１ 
カ月のうち１４日間の勤務です。土・日・祝

日は休業日ですが、場合により勤務をお願

いすることもあります。

■場所　史跡「 聖寿寺  館  跡 」（南部地区小向）
しょうじゅじ たて あと

■内容・人数・資格

△

作業員（スコップ等による発掘、土砂運搬、

その他野外作業）１１人＝１８歳から６５歳まで

の町民で、健康で重労働のできる経験者。

△

補助員（測量など調査の助手）４人＝１８歳

から５５歳までの町民で、調査を熟知した経

験者。

■賃金　作業員、補助員とも日額６,２００円

■申込み　教育委員会社会教育課（ぼたんの

里内）に備付けの応募用紙に必要事項を記

入し、６月２０日□金 までに提出してください。
■問合せ先　教育委員会社会教育課

☎ ０１７９・３４・３１１７

町営地方卸売市場販売状況（４月16日〜５月15日分）

前年単価（円）キロ単価（円）売上額（千円）販売数量（手）品　名

121 138 1,938 14,040 ふじ

101 77 4,997 65,170 サンふじ

180 116 1,526 13,110 金星

719 600 1,663 2,772 いちご

113 166 817 4,916 ゴボウ

87 110 1,308 11,904 土付ゴボウ

97 124 20,751 167,780 長芋

726 2,529 29,251 11,564 にんにく

62 161 8,244 51,078 長芋の種

91 145 443 3,048 トックリ芋の種

150 236 5,006 21,195 ねぎ

265 287 1,271 4,430 ほうれん草

207 275 228 828 小松菜

238 278 805 2,899 ウルイ

375 513 231 450 ワサビ

195 226 1,478 6,536 きゅうり

527 620 415 669 アスパラガス

654 719 599 833 生しいたけ

3,503 2,922 599 205 干菊

●出荷容器に出荷者番号と青森県産を表示するようお願いします。

●今月の休場日
　６月８日□日 、９日□月 、１５日□日 、１８日□水 、２２日□日 、２５日□水 、２９日□日 

▽
自
ら
経
理
し
、
監
査
す
る
な
ど

の
会
計
組
織
を
有
す
る
こ
と
。

■
助
成
件
数　

金
賞
・
銀
賞
・
奨

励
賞
あ
わ
せ
て　

団
体
程
度
。

１０

■
助
成
金
額　

１
団
体　

万
円

２０

（
金
賞
は　

万
円
）。

３０

■
申
込
み　

助
成
金
申
込
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
６
月　

日
３０

□月
 

ま
で
に
ろ
う
き
ん
八
戸
支

店
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　

〒
０
３
１
‐
０
０
７
１

　

八
戸
市
沼
館
１
‐
６
‐
１

■
問
合
せ
先　

東
北
労
働
金
庫
八

戸
支
店

☎ 
０
１
７
８
・　

・
８
２
２
１

２２

南部町防犯協会
　　　「防犯女性部」加入者募集
　町防犯協会では「防犯女性部」を設置し、

女性や子どもを対象とした犯罪の防止活

動、少年非行・児童虐待の防止活動などを

行っています。

　町内在住の女性であれば、年齢・職業は

問いません。一緒に安心・安全なまちづく

りのため、活動してみませんか。

■申込み・問合せ先　住民生活課

☎ ０１７９・３４・２１１１
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すこやか出前健康相談

　すこやか出前健康相談は、今

年度から町営地方卸売市場を会

場に毎月開設します。

　また、ゆとりあ、ぼたんの里

を会場にした同相談を２カ月に

一度行いますので、お気軽にご

利用ください。

■期日・場所

△

６月１３日□金 ＝町営地方卸売
市場

△

６月２３日□月 ＝保健福祉セン
ター「ぼたんの里」

△

７月２２日□火 ＝総合保健福祉
センター「ゆとりあ」

■時間　９時３０分～１１時３０分

■内容　健康相談、血圧測定、

体脂肪測定、腹囲測定など

■対象　町民

■問合せ先　健康福祉課

☎ ０１７８・７６・２１１１

川
柳
ま
べ
ち
吟
社　
　

題
「
さ
く
ら
」

さ
く
ら
湯
で
結
納
済
ま
せ
二
世
誓
い

サ
ク
ラ
客
だ
け
が
笑
っ
て
い
る
前
座

お
花
見
へ
誘
わ
れ
そ
わ
そ
わ
婆
桜

カ
ッ
プ
ル
に
桜
ど
う
で
も
良
い
花
見

梅
桜
咲
い
て
北
に
も
春
の
風

逝
っ
た
子
を
偲
ぶ
さ
く
ら
の
季
が
め
ぐ
る

咲
く
花
へ
罪
を
お
か
し
た
風
の
舞
い

野
田　

敏
子

小
笠
原　

覚

堀
合　

寿
江

田
中　

久
子

河
守
田
唯
志

久
保
田
芙
美

出
町　

國
子

編集後記　満開の桜を撮影し
ていたときのこと。「いい写真、撮

れましたか」。声のする方を振り向

くと、立っていたのは同じ目的の

カメラマン。しばらくカメラ談義

に花を咲かせ、楽しいひとときを

過ごしたのですが、あの人は、い

い写真が撮れたのでしょうか。私

は全然ダメでしたけど…。　（と）

　

特
別
栽
培
農
産
物
表
示
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を

使
用
し
な
い
農
産
物
、
使
用
を
低

減
し
て
栽
培
さ
れ
た
農
産
物
の
生

産
や
表
示
に
つ
い
て
、
生
産
、
流

通
、
販
売
に
携
わ
る
人
達
が
守
る

べ
き
一
定
の
基
準
で
す
。

　

国
の
「
特
別
栽
培
農
産
物
に
係

る
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ

い
て
、
町
の
慣
行
栽
培
基
準
が
次

の
と
お
り
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
慣
行
栽
培
基
準

▽
作
目
＝
水
稲

▽
節
減
対
象
農
薬
（
使
用
成
分
回

数
）
＝　

成
分

２０

※
こ
の
数
値
は
、
あ
く
ま
で
基
準

で
す
。

基準設定

慣
行
栽
培
基
準
を

設
定
し
ま
し
た

■
問
合
せ
先　

農
林
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
３
０
８　

７６

　

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
で

は
、
支
部
創
立
１
２
０
周
年
を
記

念
し
て
、
名
誉
副
総
裁
宮
妃
殿
下

の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
９
月　

日
に

１１

青
森
市
文
化
会
館
で
青
森
県
赤
十

字
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

現
在
、
大
会
で
表
彰
さ
れ
る
有

功
章
社
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
金
色
有
功
章
は
社
資
納
入
累

計
額
が　

万
円
以
上
に
達
す
る

５０

人
、
銀
色
有
功
章
は
社
資
納
入
累

計
額
が　

万
円
以
上
に
達
す
る
人

２０

が
対
象
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
お

申
込
み
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

■
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

　

町
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
で

は
、
次
に
よ
り
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
た

い
人
、
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

■
期
日
・
場
所

▽
６
月　

日
□土
 

＝
南
部
町
民
体

２８

育
館

▽
７
月　

日
□水
 

＝
名
川
Ｂ
＆
Ｇ

１６

海
洋
セ
ン
タ
ー

▽
８
月　

日
□木
 

＝
福
地
体
育
セ

２１

ン
タ
ー

■
時
間　
　

時
～　

時

１９

２１

■
対
象　

小
学
生
以
上
な
ら
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
込
み　

事
前
申
込
み
は
不
要

で
す
。
当
日
、
運
動
の
で
き
る

服
装
、
ズ
ッ
ク
を
持
参
の
う
え

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

町
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
協
会
事
務
局
・
田
口
（
☎ 
０

１
７
８
・　

・
２
６
９
３
）
ま

７６

た
は
小
笠
原
（
☎ 
０
１
７
８
・

　

・
３
２
６
７
）

８４

　

２
等
陸
・
海
・
空
士
の
採
用
試

験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

■
８
月
入
隊

▽
試
験
日　

６
月　

日
□日
 
２２

▽
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
青
森

駐
屯
地

▽
受
付
期
限　

６
月　

日
□金
 
１３

■　

月
入
隊

１０
▽
試
験
日　

７
月　

日
□日
 
２７

▽
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
八
戸

駐
屯
地

▽
受
付
期
限　

７
月　

日
□金
 
１８

■
資
格　

入
隊
月
の
１
日
現
在
、

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
子
。

１８

２７

■
問
合
せ
先　

自
衛
隊
青
森
地
方

協
力
本
部
八
戸
地
域
事
務
所

☎ 
０
１
７
８
・　

・
１
９
２
０

４５

募集案内

赤
十
字
有
功
章
社
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

参加募集

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

採用試験

自
衛
官
採
用
試
験
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新
年
度
予
算
な
ど

議
案

件
を
審
査

５５

新
年
度
予
算
な
ど

議
案　

件
を
審
査

５５

※詳しい議案審議内容は、議会事務局までお問い合わせください。

　

第　

回
３
月
定
例
会
は
、
３
月
４

１５

日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期

１４

１１

で
開
催
さ
れ
、
平
成　

年
度
各
会
計

２０

予
算
、
平
成　

年
度
各
会
計
補
正
予

１９

算
、
条
例
の
一
部
改
正
や
人
事
案
件

な
ど　

件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

５５

原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
質
問
は　

名
の
議
員
が
登

１０

壇
し
、
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し

た
。

主
な
案
件

◎
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

２０

　

予
算
額
は
１
０
２
億
４
千
万
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
６
億
３
千
万
円
、

６
・
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
７
億
２
千
８
１
９
万

円
、
多
目
的
バ
ス
運
行
事
業
８
千
５

３
９
万
円
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
策
定
事
業
６
４
２
万
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

山　

田　

義　

雄 
氏
（
剣
吉
）

３月定例会に提出された案件と審議結果

原案可決南部町職員の自己啓発等休業に関する条例

〃南部町承認企業立地計画に従って設置される施設に係る固定資産税の特別措置に関する条例

〃南部町後期高齢者医療に関する条例

〃南部町街なみ公園条例

〃南部町課設置条例の一部を改正する条例

〃南部町職員定数条例の一部を改正する条例

〃南部町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

〃南部町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

〃南部町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

〃南部町特別会計条例の一部を改正する条例

〃南部町の消防団員の定員、任用、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例

〃南部町乳幼児医療費給付条例の一部を改正する条例

〃南部町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例

〃南部町国民健康保険条例の一部を改正する条例

〃南部町国民健康保険名川病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

〃南部町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

〃南部町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例

〃南部町災害危険区域に関する条例の一部を改正する条例

◇条　例

原案可決青森県新産業都市建設事業団に委託すべき事業に関する計画の一部変更に係る協議

〃八戸地域広域市町村圏事務組合規約の一部を変更する規約

〃八戸地域広域ふるさと市町村圏基金に対する出資金に係る権利の一部放棄

報　告専決処分した事項の報告（工事請負契約の一部を変更する契約の締結）

◇その他

原案同意南部町教育委員会委員の任命

◇人　事

原案可決平成２０年度一般会計及び特別会計予算（２１件）

〃平成１９年度一般会計及び特別会計補正予算（１１件）

◇予　算

第１１号
問合せ先
　議会事務局 ☎ 0178・84・2111

年４回発行している議会だよりは、今号から町広報紙に掲載します。

広報なんぶちょう６月号27

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一

般

質

問

町
長
答
弁

チ
ェ
リ
リ
ン

村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
９

ホ
ー
ル
併
設
し
て
、
平
成　
１９

年
４
月
か
ら
供
用
開
始
を
し

て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
練
習
場

と
し
て
の
整
備
で
は
あ
り
ま

す
が
、
利
用 
頻 

ひ
ん 

度 
が
高
け
れ

ど

ば
今
後
ま
た
増
設
と
い
う
こ

と
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
４
月
か
ら　

月
末

１０

ま
で
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
利

用
者
数
は
１
７
７
名
、
同
時

期
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

利
用
者
は
１
千
３
３
６
名
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
の
利
用

状
況
を
見
る
と
、
ま
だ
現
状

の
ま
ま
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
野
村
の
パ
ー
ク

場
と
同
じ
よ
う
に
整
備
し
て

い
く
と
な
る
と
、
運
営
的
に

も
大
変
難
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

質

問　

現
代
社
会
の
課
題

に
対
応
す
る
に
は
、
文
化
、

教
育
、
調
査
を
活
用
し
、
知

識
や
文
化
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

可
能
に
し
、
町
の
人
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
町
発
展
の  
礎 

い
し
ず
え

は
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
重
要
性
を
再
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
南
部
地
区
の
中
央

に
図
書
館
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
長
答
弁　

現
在
、
社
会
は

著
し
く
成
長
を
遂
げ
て
い
ま

す
が
、
地
域
の
文
化
を
守
り

育
て
、
自
己
の
形
成
や
生
活

の
向
上
、
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
学
習
活
動
条
件
を
整

え
、
町
民
一
人
一
人
が
生
活

を
通
し
て
創
造
の
喜
び
を 
享 

き
ょ
う

 
受 
で
き
る
よ
う
な
南
部
町
を

じ
ゅ目

指
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
学
ぼ
う

と
思
え
ば
読
書
に
限
ら
ず
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
中
で
、
や

は
り
読
書
と
い
う
の
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
と
は

図
書
館
の
設
備

整
備
に
つ
い
て

チェリリン村にあるパークゴルフコース

質

問　

名
久
井
岳
の
ふ
も

と
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
適
し

た
芝
生
広
場
が
あ
り
ま
す
。

今
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
練
習

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
コ
ー
ス
の
数
を

ふ
や
し
、
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
、
時
に
は
若
者
た
ち
の

出
会
い
の
場
と
し
て
活
用
も

必
要
で
す
。
い
つ
で
も
、
だ

れ
で
も
訪
れ
た
人
が
利
用
で

き
る
よ
う
道
具
を
備
え
つ
け

て
楽
し
み
の
場
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

整
備
に
つ
い
て

工藤　幸子　議員

町民に利用されている名川中学校図書室１階

違
う
一
つ
の
人
間
を
形
成
し

て
い
く
と
い
う
部
分
で
は
非

常
に
大
事
な
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

名
川
中
学
校
の
１
階
に
町

民
図
書
室
が
あ
り
ま
す
。
時

間
的
に
は
福
地
地
区
か
ら
も

　

数
分
か
ら　

分
、
ま
た
、

１０

２０

南
部
地
区
か
ら
も　

分
、　

１０

１５

分
で
着
き
ま
す
。
福
地
地
区

で
は
福
地
公
民
館
に
図
書
を

配
置
し
て
お
り
、
南
部
地
区

で
は
ぼ
た
ん
の
里
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
既

存
の
あ
る
も
の
を
有
効
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

無
い
よ
り
は
あ
っ
た
方
が

い
い
と
い
う
こ
と
は
誰
で
も

思
う
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い

う
中
で
活
用
で
き
る
も
の
を

活
用
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
も
、
将
来
の
財
政
を
担
っ

て
い
く
者
と
し
て
大
変
重
要

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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質

問　

広
く
町
民
の
意
見

を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
地
域
行
政
座
談
会
を
開

く
考
え
は
な
い
の
か
。

　

ま
た
、 合
併
し
て
か
ら
役
場

窓
口
の
対
応
が
悪
い
な
ど
の

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
い
て

川井　健雄　議員

町
長
答
弁

多
様
化
す
る

町
民
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
抱

え
る
問
題
な
ど
、
町
政
運
営

を
行
う
に
あ
た
り
、
直
接
町

民
と
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
、
あ
る
い
は
地
域
の
座
談

会
を
行
う
こ
と
は
、
町
民
の

声
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
大
変

重
要
で
あ
り
、
今
後
、
機
会

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
す

べ
て
の
職
員
は
全
体
の
奉
仕

者
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
初
心
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
職
員
に
は
周
知
徹

底
し
、 ま
た
、 職
員
の
あ
い
さ

つ
も
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

動
な
ど
共
同
で
実
施
で
き
る

事
業
の
ほ
か
に
、
中
学
生
を

対
象
と
し
た
生
活
習
慣
病
健

康
診
査
を
実
施
し
、
家
族
へ

の
保
健
指
導
も
含
め
な
が
ら

若
い
世
代
か
ら
の
生
活
習
慣

病
へ
の
意
識
普
及
・
啓
発
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
は
特
定
健
康

診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
が

実
施
さ
れ
る
の
で
、 従
来
の
健

診
体
制
や
指
導
体
制
を
維
持

し
、
保
健
推
進
員
や
食
生
活

改
善
推
進
委
員
の
協
力
に
よ

る
食
の
改
善
と
バ
ー
デ
ハ
ウ

ス
や
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

や
体
育
館
な
ど
町
内
の
各
種

運
動
施
設
等
の
利
用
促
進
を

高
め
、
肥
満
防
止
を
図
れ
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

考
え
て
お
り
、
専
門
医
師
に

よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
や

高
齢
者
を
孤
立
さ
せ
な
い
よ

う
に 「
よ
り
あ
い
っ
こ
」
な
ど

を
開
催
し
、
住
民
健
診
で
は

う
つ
病
の
問
診
項
目
を
取
り

入
れ
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
作

成
し
た
「
心
の
健
康
ビ
デ
オ
」

を
、
来
年
度
に
は
町
内
会
班

単
位
で
全
世
帯
に
回
覧
す
る

予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

質

問　

町
の
平
均
寿
命
の

県
内
順
位
と
短
命
要
因
の
一

つ
で
あ
る
生
活
習
慣
病
に
対

す
る
取
り
組
み
状
況
は
。

町
民
の
健
康
増
進

に
つ
い
て

町
長
答
弁

平
成　

年
青

１７

森
県
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

は 　

・　

歳
、
女
性
は　

・　

７６

２７

８４

８０

歳
と
な
っ
て
お
り
、
合
併
後

の
南
部
町
の
順
位
は
公
表
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
合
併
前

で
は
比
較
的
上
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
対
策
は
、
病

気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

で
あ
る
２
次
予
防
と
と
も

に
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
中

心
と
し
た
１
次
予
防
が
重
要

で
す
。
ま
ず
、
受
診
し
や
す

い
健
診
体
制
、
そ
し
て
事
後

指
導
体
制
等
で
は
、
健
診
結

果
説
明
会
や
保
健
師
の
訪
問

指
導
も
実
施
し
な
が
ら
、

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
で
の
水
中
運

質

問　

自
殺
者
が
近
年
増

加
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、

そ
の
数
と
対
策
は
。

町
長
答
弁

平
成　

年　
１６

１５

人
、
平
成　

年
̓
人
、
平
成

１７

　

年　

人
で
、
自
殺
の
̐
割

１８

１１

が
う
つ
病
が
原
因
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
つ
病

を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
自
殺

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と

町
長
答
弁

全
国
的
に
見

て
も
消
防
団
員
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
平
成　

年
̐
月
１

１９

日
現
在
６
５
９
人
で
、
前
年

度
よ
り
６
名
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
消
防
団
員
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
消
防
団
員

確
保
の
さ
ら
な
る
推
進
、
平

日
、 日
中
の
対
応
策
と
し
て
、

消
防
署
や
消
防
団
Ｏ
Ｂ
に
よ

質

問　

消
防
団
員
が
減
り

続
け
て
い
ま
す
が
、
団
員
確

保
の
対
策
と
勤
め
人
の
増
加

に
よ
る
昼
間
の
火
災
等
へ
の

対
応
は
。

消
防
団
組
織
に
つ
い
て

質

問　

訓
練
へ
の
参
加
が

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、

入
団
を
控
え
る
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
年
間
の
出
動

回
数
は
。

る
災
害
支
援
団
員
を
加
え
、

豊
富
な
経
験
、
知
識
及
び
技

能
を
生
か
せ
る
環
境
を
整
え

る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
現

場
で
不
足
す
る
消
防
力
を
補

完
し
地
域
の
安
心
、
安
全
の

確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
火
災
や
災
害
時
に

は
各
分
団
が
連
携
し
て
対
応

す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か

ら
も
訓
練
を
重
ね
消
防
力
の

強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

町
長
答
弁

平
成　

年
の

１９

出
動
回
数
は
２
２
５
回
、
出

動
延
人
員
数
は
̓
千
６
８
６

人
で
、
主
な
出
動
内
容
は
火

災
が　

回
、
風
水
害
等
の
災

１９

害
が
２
回
、
演
習
・
訓
練
等

が
１
１
２
回
、
特
別
警
戒
が

　

回
、
捜
索
活
動
が　

回
と

５５

１６

な
っ
て
い
ま
す
。
訓
練
の
回

数
が
非
常
に
多
い
こ
と
に
つ

い
て
、
効
率
的
な
回
数
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

昨年秋に行われた防火訓練
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町
長
答
弁

町
営
市
場
は

数
多
く
の
先
人
、
先
輩
の

方
々
の
英
知
と
努
力
に
よ
っ

て 
営 

え
い 
 々
と
築
か
れ
て
き
た
長

え
い

い
歴
史
が
あ
る
と
と
も
に
、

当
地
域
の
農
業
生
産
者
の
所

得
向
上
を
初
め
、
地
域
経
済

発
展
の
た
め
大
変
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
当
地
域

に
お
い
て
も
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
施
設
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
方
針
は
、
適
正
か
つ

健
全
な
運
営
を
行
う
た
め
に

関
係
法
令
に
沿
っ
た
運
営
を

行
う
こ
と
は
当
然
で
す
が
、

食
の
安
全
、
安
心
に
対
す
る

取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
生
産

者
、
買
受
人
、
流
通
業
者
な

ど
の
市
場
関
係
者
か
ら
親
し

ま
れ
る
市
場
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
常
に
公
正
、
公
平
な

市
場
取
引
や
市
場
運
営
を
行

う
た
め
、
南
部
町
営
地
方
卸

売
市
場
運
営
審
議
会
委
員
の

方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
適
正
な
市
場
運

営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
市
場
運
営
は
、
経

費
の
節
減
に
努
め
、
地
場
産

地
市
場
で
あ
る
優
位
性
を
生

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

基
本
理
念
を
継
続
し
、
市
場

運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
施
設
は
平

成
̏
年
に
建
設
さ
れ　

年
ほ

１８

ど
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
鉄

骨
造
り
の
建
物
の
耐
用
年
数

は　

年
程
度
と
言
わ
れ
て
い

３５
る
の
で
、
修
繕
を
し
て
い
け

ば
ま
だ
約　

年
は
大
丈
夫
だ

２０

と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長
答
弁

こ
の
事
業
は

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
活

動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た

め
、
地
元
の
資
源
、
文
化
、

人
材
な
ど
を
総
動
員
し
、
来

訪
者
の
方
々
と
の
交
流
を
深

め
、
達
者
村
フ
ァ
ン
を
増
や

し
な
が
ら
、 将
来
的
に
は
中
・

長
期
的
、
ひ
い
て
は
定
住
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

地
域
資
源
を
見
直
し
、
再
活

用
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
地

域
づ
く
り
活
動
と
も
言
え
る

も
の
で
す
。
地
域
に
住
む
元

気
な
人
材
、
農
業
や
自
然
環

質

問　

町
の
基
幹
産
業
は

農
業
で
あ
り
、
農
産
物
の
流

通
に
欠
か
せ
な
い
の
が
市
場

だ
と
思
い
ま
す
。
町
営
市
場

は
年
間
を
通
じ
て　

億
円
か

２５

ら　

億
円
の
実
績
が
あ
り
、

３０
全
国
で
も
類
を
見
な
い
公
設

公
営
方
式
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
場
の
道
路
が

 
狭 
い
な
ど
の
声
を
聞
き
ま
す

せ
まが

、
将
来
の
施
設
老
朽
化
に

よ
る
建
て
か
え
な
ど
今
後
の

運
営
方
針
は
。

町
営
市
場
の
運
営
方
針

平成 ３ 年に建設された町営市場

河門前 正彦　議員

根市　　勲 　議員

質

問　

日
本
一
お
も
し
ろ

い
村
を
目
指
す
達
者
村
と

は
、
中
長
期
的
に
考
え
た
場

合
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を

考
え
て
い
る
の
か
。

達
者
村
事
業
に
つ
い
て

質

問　

農
地
、
中
古
住
宅

の
斡
旋
等
の
事
業
は
視
野
に

入
れ
て
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
現
行
の
農
地
法
、

農
業
委
員
会
の
あ
り
方
に
問

題
は
な
い
の
か
。

境
と
い
っ
た
既
存
の
資
源
を

生
か
し
て
い
く
ソ
フ
ト
事
業

が
主
で
あ
り
、
特
に
施
設
の

よ
う
な
ハ
ー
ド
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
想
定
し
て
い

ま
せ
ん
。
既
存
施
設
を
生
か

し
、
自
然
を
生
か
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

登
録
は
、
基
本
的
に
空
き
家

の
所
有
者
が
物
件
の
登
録
を

町
に
申
請
す
る
も
の
で
す

が
、
現
在
５
軒
の
申
請
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
登

録
が
完
了
し
次
第
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
随
時
農

地
の
斡
旋
を
し
て
お
り
、
耕

作
目
的
で
農
地
を
取
得
す
る

場
合
の
下
限
面
積
を　

ア
ー

５０

ル
か
ら　

ア
ー
ル
に
引
き
下

２０

げ
て
、
就
農
条
件
を 
緩  
和 
し

か
ん 

わ

て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
が
減

少
す
る
こ
と
に
も
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

町
長
答
弁

中
古
住
宅
の

斡
旋
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制

　月に開催された達者村フォーラム2
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果
樹
共
同
防
除
組
合

連
合
会
」
を
組
織
し

て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー

ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
導

入
補
助
は
、
購
入
費

の
一
部
を
助
成
す
る

県
の
事
業
は
平
成　
１７

年
度
で
終
っ
て
い
ま

す
。
国
の
補
助
事
業

と
し
て
認
定
農
業
者

や
担
い
手
が
農
業
経

営
の
発
展
や
改
善
を

目
的
と
し
た
農
業
用

機
械
、
施
設
等
の
整

備
に
対
し
補
助
す
る

事
業
が
あ
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
周
知
を

し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。

南部分庁舎前の南部公民館跡地

沼畑　俊一　議員

町
長
答
弁

農
道
と
し
て
管

理
し
て
い
る
も
の
は
、 現
在
、

町
内
に
は
２
３
６
路
線
、
総

延
長
約
１
２
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
要

な
幹
線
農
道
は
県
営
に
よ
る

広
域
農
道
事
業
や
町
が
事
業

主
体
で
の
農
免
農
道
整
備
事

業
な
ど
に
よ
り
順
次
整
備
し

て
お
り
、
ほ
ぼ
幹
線
農
道
は

完
了
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
直
接
農
地
に
通
じ

る
農
道
及
び
里
道
は
、
県
営

事
業
等
に
よ
り
継
続
し
て
整

備
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
道

路  
幅
員

     

は

ふ
く
い
ん

 
狭
小  
未
改
良
な
の

き
ょ
う
し
ょ
う

で
、
農
耕
車
両
等
の
通
行
に

時
間
を
要
し
、
農
作
物
の
傷

み
等
の
原
因
に
な
り
う
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

解
消
す
べ
く
、
現
在
実
施
中

の
事
業
完
了
後
に
も
引
き
続

き
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
将
来
の
町
の
農
村

振
興
施
策
の
基
本
方
針
を
内

容
と
す
る
南
部
町
農
村
振
興

基
本
計
画
を
策
定
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
基

本
計
画
を
も
と
に
、
農
道
整

備
は
地
域
住
民
と
と
も
に
緊

急
度
や
重
要
度
、
費
用
対
効

果
等
を 
勘
案 
し
、
財
政
状
況

か
ん
あ
ん

を
見
な
が
ら
可
能
な
限
り
補

助
事
業
を
活
用
し
順
次
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

設
規
模
は
今
ま
で
の
公
民
館

の
規
模
は
考
え
て
お
ら
ず
、

施
設
名
は
国
土
交
通
省
の
事

業
な
の
で
公
民
館
と
い
う
名

称
は
使
わ
ず
集
会
施
設
と
い

う
形
と
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
従
来
と
同
様
に
活
用
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

方
々
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
建
設
を
進
め
て
い
き

た
い
。
五
日
市
地
区
の
ひ
だ

ま
り
館
の
よ
う
な
建
物
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

質

問　

防
除
組
合
は
果
樹

産
業
の
発
展
に
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不
足
な
ど
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
防

除
組
合
の
現
状
と
ス
ピ
ー
ド

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
導
入
に
対

す
る
補
助
の
考
え
は
。

町
長
答
弁

町
内
の
防
除

組
合
組
織
は
現
在　

組
織
あ

３６

り
ま
す
。
合
併
に
伴
い
昨
年

度
、
防
除
組
合
の
連
合
組
織

を
再
編
す
る
た
め
、
町
内
全

防
除
組
合
に
よ
る
「
南
部
町

質

問　

町
内
の
農
道
の
整

備
状
況
及
び
今
後
の
整
備
計

画
は
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

教
育
長
答
弁

学
校
給
食

用
食
品
の
選
定
は
、
安
全
性

の
確
保
に
細
心
の
注
意
を
払

い
な
が
ら
、
学
校
給
食
衛
生

管
理
の
基
準
に
基
づ
き
、
安

全
な
給
食
の
実
施
の
た
め
に

万
全
を
期
し
て
臨
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

学
務
課
長
答
弁

野
菜
、
食

肉
は
、
国
内
産
の
も
の
と
規

格
指
定
し
、
納
品
時
に
は
栄

養
士
が
立
会
い
の
上
、
検
収

を
し
て
い
ま
す
。
冷
凍
、
加

工
食
品
は
、
国
内
産
及
び
原

材
料
が
外
国
産
の
も
の
を
併

用
し
て
い
ま
す
が
、
原
材
料

が
外
国
産
の
も
の
は
加
工
工

場
が
国
内
の
も
の
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
輸
入

元
、
製
造
元
、
原
材
料
が
中

国
産
の
物
資
は
一
切
扱
っ
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
も
中
国
産

は
当
面
取
り
扱
い
を
見
合
わ

せ
る
方
向
で
す
。

質

問　

食
の
安
心
、
安
全

が
高
ま
る
最
中
、
中
国
天
洋

食
品
製
の
ギ
ョ
ー
ザ
問
題
が

毎
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
安
全
管
理

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

食
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

食材を検収する福地学校給食センターの栄養士

町
長
答
弁

平
成　

年
度

２０

に
施
設
建
設
の
計
画
書
を
作

成
し
、
平
成　

年
度
に
建
設

２１

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施

質

問　

南
部
公
民
館
の
解

体
工
事
が
進
み
、
新
し
い
公

民
館
を
待
ち
望
む
声
が
あ
り

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
施
設
を

計
画
し
て
い
る
の
か
。

南
部
公
民
館
に
つ
い
て
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質

問　

新
幹
線
開
業
に
伴

い
、
青
い
森
鉄
道
に
県
が　
５５

％
、
民
間
企
業
が　

％
、
沿

２５

線　

自
治
体
が　

％
の
負
担

１１

２０

を
し
て
い
ま
す
が
、
南
部
町

の
現
在
ま
で
の
負
担
額
は
い

く
ら
な
の
か
。

　

ま
た
、
青
森
駅
開
業
に
伴

い　

億
円
の
増
資
が
必
要
と

２３
言
わ
れ
て
い
る
が
、
南
部
町

の
増
資
負
担
額
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
。

町
長
答
弁

出
資
負
担
は
、

旧
名
川
町
は
２
１
０
万
円
、

旧
南
部
町
は
２
２
０
万
円
、

旧
福
地
村
は
１
８
０
万
円
で

南
部
町
全
体
で
は
６
１
０
万

円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
算
定

方
法
は
、
市
町
村
ご
と
の
線

路
の
延
長
や
駅
舎
の
数
な
ど

で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
に
つ
い
て

夏堀　文孝　議員
　

青
森
ま
で
の
開
業
に
向
け

て
の
追
加
出
資
は
、
追
加
出

資
総
額
の　

億
円
の
う
ち
、

２３

０
・
７
％
に
あ
た
る
１
千
５

８
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
合

併
前
の
分
を
足
す
と
２
千
１

９
０
万
円
が
南
部
町
の
出
資

額
と
な
り
ま
す
。

質

問　

昨
年　

月　

日
か

１１

１９

ら
約
１
カ
月
間
試
験
運
行
を

実
施
し
た
多
目
的
バ
ス
の
利

用
度
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
運
行
方
法
や

経
費
、
そ
の
財
源
を
ど
の
よ

う
に 
捻 

ね
ん 

出 
す
る
の
か
。

し
ゅ
つ

町
長
答
弁　

交
通
不
便
地

域
の
解
消
と
し
て
南
部
地
区

及
び
福
地
地
区
で
４
路
線
、

町
内
移
動
の
利
便
性
向
上
と

し
て
町
内
（
三
戸
駅
前
か
ら

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
）
を
横
断
す

る
１
路
線
の
合
計
５
路
線

を
、
昨
年
の　

月　

日
か
ら

１１

１９

　

月　

日
ま
で
の　

日
間
、

１２

１６

２８

１
日
３
便
の
試
験
運
行
を
し

ま
し
た
。
多
目
的
バ
ス
の
利

用
者
総
数
は
２
千　

名
で
、

３７

病
院
や
バ
ー
デ
パ
ー
ク
、
駅

な
ど
を
中
心
に
１
日
平
均
約

　

名
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

７０

質

問　

１
月　

日
に
県
立

３１

高
等
学
校
教
育
改
革
第
３
次

実
施
計
画
の
素
案
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
南
部
町
に
県
立

高
校
が
２
校
あ
り
、
当
然
統

合
再
編
問
題
も
浮
上
す
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
町
の
取

り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁

地
域
に
密
着

し
た
高
校
な
の
で
存
続
を
望

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
非
常
に
課
題
も
大
き

く
、
か
な
り
の
難
題
の
中
で

県
は
取
り
組
み
を
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
具
体
的
に
ク
ラ
ス

減
が
ど
う
な
る
の
か
、
最
終

的
な
統
合
が
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か 
見  
据 
え
な
が
ら
学
校

み 

す

関
係
者
の
方
々
と
も
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

教
育
長
答
弁　

平
成　

年
１２

か
ら　

年
ま
で
の
８
年
間
で

２０

教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き

て
お
り
、
今
後
は
、
平
成　
２０

年
３
月
末
ま
で
に
第
３
次
計

画
案
を
、
平
成　

年
５
月
下

２０

旬
に 
成  
案 
を
公
表
す
る
と
聞

せ
い 
あ
ん

い
て
い
ま
す
。

　

高
等
学
校
は
中
学
校
で
学

習
し
た
基
礎
の
上
に
立
っ

て
、
さ
ら
に
高
い
技
術
と
技

能
を
身
に
つ
け
、
ま
た
、
生

涯
学
習
の
習
慣
を
身
に
つ

け
、
豊
か
な
生
活
を
す
る
と

と
も
に
、
社
会
貢
献
す
る
人

間
育
成
を
す
る
と
こ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
子
供
た
ち
が
幅
広
く
自

分
の
意
思
に
従
っ
て
、
学
校

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
高
校
統
廃
合
に
つ

い
て
は
、
地
域
発
展
、
町
の

活
性
化
、
町
の
誇
り
、
存
在

感
を
考
え
る
と
ど
う
し
て
も

残
し
た
い
、
心
か
ら
そ
う
い

う
願
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
広
く
町
民
の
意

見
、
あ
る
い
は
県
民
の
意
見

を
聞
い
て
い
た
だ
い
て
、
そ

の
方
向
に
沿
っ
た
改
革
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

高
等
学
校
の
再
編
等

に
対
す
る
町
の
対
応

４月に運行開始した多目的バス

　

ま
た
、
試
験
運
行
時
に
利

用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
実
施
し
て
お
り
、
本
格
運

行
実
施
を
望
む
も
の
が
多

く
、
運
行
ル
ー
ト
は
ほ
ぼ
試

験
運
行
ど
お
り
で
不
都
合
は

な
い
も
の
で
し
た
が
、
運
行

ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
も
あ
っ
た
の
で
、
担
当

課
で
調
整
し
、
４
月
の
中
旬

ご
ろ
に
運
行
す
る
予
定
で
進

め
て
い
ま
す
。

企
画
課
長
答
弁　

１
路
線

が
４
ダ
イ
ヤ
、
４
路
線
が
５

ダ
イ
ヤ
、
こ
れ
を
６
台
で
運

行
す
る
予
定
で
、
経
費
は
４

千
９
３
９
万
２
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
財
源
は
、
県
の

補
助
が
一
昨
年
に
な
く
な
っ

た
の
で
、
す
べ
て
一
般
財
源

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
バ
ス
ご
と
事
業
者
に

委
託
す
る
方
法
で
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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質

問　

高
齢
者
の
人
権
を

 
侵 
す
制
度
で
あ
る
と
認
識
を

お
か持

ち
、
広
域
連
合
議
会
で
制

度
の
改
善
を
求
め
る
発
言
を

し
て
い
く
考
え
は
。

町
長
答
弁

こ
の
制
度
は

現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の

費
用
負
担
、
ま
た
財
政
運
営

の
責
任
主
体
を
明
確
に
す
る

た
め
に
、
現
行
の
老
人
保
健

制
度
に
変
わ
り
公
平
で
わ
か

り
や
す
い
制
度
と
し
て
創
設

さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
差
別
や
人
権
を 
侵 
す

お
か

よ
う
な
制
度
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
副
広
域
連
合
長
と

い
う
立
場
で
す
の
で
、
広
域

連
合
議
会
の
意
見
を
し
っ
か

り
と
尊
重
し
な
が
ら
、
運
営

に
努
め
て
い
き
た
い
。
今

後
、
不
都
合
が
生
じ
た
場
合

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
つ
い
て

立花　寛子　議員

に
は
、
改
善
は
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

質

問　

道
路
特
定
財
源
を

湯
水
の
よ
う
に
使
い
、
無
謀

な
計
画
を
進
め
る
政
府
の
や

り
方
を
批
判
し
、
道
路
特
定

財
源
の
一
般
財
源
化
と
暫
定

税
率
の
廃
止
を
求
め
る
考
え

は
。

町
長
答
弁　

平
成　

年
度

１８

の
道
路
特
定
財
源
の
収
入
額

は
約
２
億
４
千
３
０
０
万
円

で
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交

付
金
の
約
１
千
９
０
０
万
円

を
加
え
た
２
億
６
千
２
０
０

万
円
が
、
道
路
整
備
の
た
め

の
主
要
な
財
源
と
し
て
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。
仮
に
暫
定

税
率
が
廃
止
に
な
る
と
約
１

億
１
千
２
０
０
万
円
の
減
収

と
考
え
ら
れ
、
道
路
整
備
事

業
の
大
幅
な
縮
小
や
廃
止
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
大

な
影
響
が
出
て
く
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
道
６
３
３
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
路
線
延
長
の
う
ち
改
良

済
延
長
は
２
５
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
改
良
済
率
は
約　
３９

％
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
道
路
整
備
事
業
に
取
り
組

む
た
め
の
必
要
財
源
と
考
え

て
い
ま
す
。

質

問　

新
年
度
に
計
画
し

て
い
る
国
保
税
の
引
き
上
げ

の
計
画
を
中
止
す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

年
々
増
加
す
る

医
療
費
等
の
支
払
い
の
た
め

国
保
財
政
が 
逼  
迫 
し
て
い
ま

ひ
っ 
ぱ
く

す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
、
国
保
被
保
険
者
以

外
の
方
に
も
負
担
を 
強 
い
る

し

こ
と
に
な
り
、
平
成　

年
度

２０

に
お
い
て
も
適
正
な
国
保
税

の
見
直
し
は
不
可
欠
で
す
。

当
然
な
が
ら
、
低
所
得
者
世

帯
へ
の
軽
減
措
置
は
講
じ
て

い
る
の
で
、
ご
承
知
を
い
た

だ
き
た
い
。

住
民
生
活
課
長
答
弁　

合

併
時
の
３
億
円
の
基
金
は
、

均
一
課
税
と
増
大
す
る
医
療

費
の
た
め
平
成　

年
度
に
は

２０

１
千
７
０
０
万
円
程
の
残
高

と
な
り
ま
す
。
一
般
財
源
か

ら
の
繰
り
入
れ
は
、
平
成　
１８

年
度
は
２
億
３
千
万
円
、
平

成　

年
度
は
２
億
２
千
万
円

１９
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

質

問　

青
森
県
が
小
学
校

入
学
前
ま
で
医
療
費
無
料
化

を
拡
大
す
る
と
公
表
し
、
実

施
は
自
治
体
の
判
断
と
あ
り

ま
し
た
が
、
当
町
で
も
拡
大

す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁

現
行
制
度
で

は
町
の
支
出
は
年
間
６
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
事
業
費
が
ど
れ
ぐ

ら
い
に
な
る
の
か
計
算
し
、

財
政
的
に
継
続
で
き
る
の
か

十
分
検
討
し
て
決
定
を
し
て

い
き
た
い
。

質

問　

精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
等
の
取
得
手
続

は
、
県
内
ど
こ
の
病
院
か
ら

で
も
申
請
で
き
る
よ
う
に
改

善
す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁

病
院
か
ら
の

申
請
は
あ
く
ま
で
も
病
院
側

の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
、
制

度
上
は
申
請
者
が
直
接
町
窓

口
へ
申
請
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
課
長
答
弁　

「
南
部
町

で
は
受
け
付
け
な
い
」
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
病

院
で
整
え
た
書
類
を
町
で
受

け
付
け
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院
の
配

慮
に
よ
っ
て
書
類
を
整
え
て

町
へ
送
付
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
分
も
受
理
し
て
い
ま

す
。

質

問　

生
活
保
護
世
帯
の

冬
季
加
算
は
高
騰
す
る
灯
油

に
見
合
っ
た
加
算
に
な
っ
て
い

な
い
の
で
、
助
成
対
象
と
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長
答
弁　

生
活
保
護
世

帯
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し

た
が
、
今
ま
で
灯
油
価
格
高

騰
に
限
ら
ず
冬
期
間
は
特
別

加
算
さ
れ
支
給
さ
れ
て
い
る

の
で
対
象
と
し
な
か
っ
た
。

今
回
は
も
っ
と
大
変
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
方
々
に
支
援
を

し
た
の
で
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
は

子
ど
も
の
医
療
費

助
成
制
度
の
拡
大

申
請
手
続
き
の
改
善

福
祉
灯
油
助
成
の
拡
大

助成対象世帯に配布された灯油購入券

道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て
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質

問

こ
れ
か
ら
の
町
政

は
、
町
民
の
目
線
に
立
っ
て
、

町
民
に
わ
か
り
や
す
い
単
純

明
快
な
手
法
で
の
町
政
を
行

い
、
財
政
に
つ
い
て
も
町
民
に

理
解
さ
せ
る
工
夫
、
情
報
公

開
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す

が
。

町
長
答
弁

職
員
に
は
町

民
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
い

言
葉
で
十
分
説
明
し
な
が

ら
、
納
得
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
町
民
の
立
場
に

立
っ
た
対
応
を
す
る
よ
う
強

く
指
導
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
町
民
に
対
す

る
わ
か
り
や
す
い
説
明
は
、

広
報
紙
に
限
ら
ず
配
布
物
な

ど
の
紙
面
に
お
い
て
も
、
工

夫
を
凝
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
運
営
に
お
い
て
積

町

財

政

に

つ

い

て

中村　善一　議員

質

問

消
防
団
の
け
が
や

災
害
事
故
の
共
済
補
償
の
内

容
と
自
己
負
担
が
あ
る
共
済

に
ど
の
よ
う
に
加
入
し
て
い

る
の
か
。

町
長
答
弁

青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
に
加
入
し
、

消
防
団
員
が
公
務
上
の
災
害

を
受
け
た
場
合
に
、
消
防
団

員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済

基
金
の
公
務
災
害
補
償
制
度

に
基
づ
き
損
害
の
補
償
を
行

い
ま
す
。
消
防
団
員
と
し
て

５
年
以
上
勤
務
し
退
団
し
た

場
合
、
多
年
の
労
苦
に 
報 
い

む
く

る
た
め
、
消
防
組
織
法
の
規

定
に
よ
り
退
職
報
償
金
の
支

給
を
行
う
制
度
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
負
担
金
は
、

条
例
上
の
団
員
割
、
人
口
割

な
ど
で
算
出
さ
れ
、
平
成　
２０

年
度
は
約
１
千
６
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
福
祉
共

済
は
３
千
円
、
消
防
団
員 
罹 り

 
災 
互
助
会
で
は
千
円
の
個
人

さ
い負

担
に
て
消
防
団
員
全
員
に

加
入
を
し
て
い
た
だ
き
、
消

防
団
員
の
事
故
や 
疾  
病 
に
よ

し
っ 
ぺ
い

る
死
亡
や
入
院
し
た
場
合
の

補
償
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

質

問

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
の

シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
が
、
湯
船

に
ま
と
も
に
入
っ
て
き
ま
す
。

直
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

町
長
答
弁

浴
場
自
体
が 
狭 

せ
ま

い
の
で
、
入
浴
マ
ナ
ー
や

シ
ャ
ワ
ー
使
用
時
の
注
意
書

き
な
ど
で
入
浴
客
に
お
願
い

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
健

康
増
進
公
社
の
理
事
会
で

も
、
理
事
の
中
か
ら
「
何
と

か
な
ら
な
い
か
検
討
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

平
成　

年
度
の
助
成
事
業
を

２０

活
用
し
て
改
善
し
た
い
。

町
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

改修予定のバーデハウスのお風呂

極
的
に
情
報
開
示
す
る
こ
と

は
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
予
算
の
概
要

は
広
報
４
月
号
で
、
決
算
の

概
要
は
広
報　

月
号
で
お
知

１１

ら
せ
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
行
政
用
語
を
極
力

使
用
せ
ず
新
聞
紙
面
に
掲
載

さ
れ
た
青
森
県
予
算
の
参
考

説
明
の
よ
う
に
、
一
般
家
庭

の
家
計
に
な
ぞ
ら
え
な
が
ら

表
示
す
る
な
ど
、
工
夫
を
凝

ら
し
て
町
民
に
対
し
て
わ
か

り
や
す
い
財
政
状
況
の
公
表

に
努
め
て
い
き
た
い
。

名川分庁舎下の交差点

質

問

名
川
分
庁
舎
下
の

交
差
点
は
、
曲
が
り
カ
ー
ブ

で
見
え
に
く
く
、
凍
結
時
に

追
突
を
し
て
い
る
人
が
多
々

見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁

名
川
分
庁
舎
か

ら
白
山
側
信
号
ま
で
は
、
急

斜
面
に
続
き
信
号
機
が
設
置

さ
れ
て
い
る
状
況
な
の
で
、

凍
結
時
に
は
ス
リ
ッ
プ
に
よ

る
追
突
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

三
八
地
域
県
民
局
道
路
管

理
課
か
ら
、
以
前
、
排
水
性

舗
装
を
し
て
い
た
が
ほ
こ
り

が
た
ち
や
す
く
、
お
よ
そ
３

年
で
目
詰
ま
り
を
お
こ
し
、

路
面
が
悪
く
な
る
の
で
普
通

舗
装
に
変
え
た
と
説
明
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
凍
結
抑
制
剤
等
を

重
点
的
に
散
布
し
な
が
ら
、

今
後
も
よ
り
よ
い
改
善
策
が

あ
る
の
か
、
警
察
を
含
め
関

係
機
関
等
か
ら
ご
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
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質

問　

剣
吉
踏
切
改
修
と

そ
れ
に
伴
う
県
道
の
拡
幅
工

事
に
よ
り
、
県
か
ら
の
事
業

規
模
の
説
明
で
は　

軒
前
後

７０

の
家
屋
移
転
が
発
生
す
る
か

も
し
れ
な
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
家
屋
移
転
に
対
す
る
町

の
取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁

こ
の
事
業
は

県
営
事
業
で
す
が
、
工
事
内

容
は
、
国
道
１
０
４
号
合
流

地
点
か
ら
剣
吉
橋
ま
で
の
区

間
を
改
良
工
事
す
る
計
画
で

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
三

八
地
域
県
民
局
道
路
整
備
課

に
よ
る
と
、
現
在
、
用
地
及

び
建
物
調
査
を
実
施
し
て
い

る
状
況
で
、
今
年
の
夏
ご
ろ

ま
で
に
用
地
買
収
面
積
、
土

地
単
価
、
補
償
物
件
等
、
詳

し
い
内
容
が
示
さ
れ
次
第
、

剣
吉
踏
切
改
修
な
ど
に

よ
る
家
屋
の
移
転
は

川守田　稔　議員

地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
地

権
者
の
方
々
に
説
明
す
る
予

定
だ
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
何

十
年
も
実
現
で
き
な
か
っ
た

大
き
な
事
業
な
の
で
、
県
の

事
業
で
あ
っ
て
も
地
元
と
し

て
で
き
る
だ
け
協
力
し
合
っ

て
進
め
て
い
き
た
い
。

建
設
課
長
答
弁

支
障
と

な
る
家
屋
が　

戸
ぐ
ら
い
と

７０

い
う
こ
と
で
、
全
部
が
移
転

家
屋
に
な
る
の
で
は
な
く
、

ま
だ
移
転
さ
れ
る
家
屋
は
決

定
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
の

夏
ご
ろ
に
は
、
家
屋
の
移
転

数
が
具
体
的
に
出
て
く
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
概
算
事
業

１９

ベ
ー
ス
は
、
約　

億
３
千
９

１３

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
財

源
は
道
路
特
定
財
源
な
の

で
、
道
路
特
定
財
源
が
確
保

さ
れ
な
い
と
工
事
の
延
長
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

質

問

農
家
経
営
の
実
態

を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
は

こ
れ
か
ら
の
農
業
政
策
を
進

め
て
い
く
上
で
非
常
に
大
事

で
あ
り
、
不
可
欠
だ
と
考
え

ま
す
。
町
は
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁

町
で
個
々
を
対

象
と
し
た
売
上
高
な
ど
の
調

査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
５
年
に
一
度
国
が
実
施

し
て
い
る
農
林
業
セ
ン
サ
ス

の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
農
家
の
方
々

の
所
得
、
経
費
な
ど
を
調
査

し
ま
す
の
で
、
こ
れ
が
一
番

の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
っ
て
く

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
農
家

の
方
々
に
は
計
画
的
な
経
営

を
し
て
い
た
だ
き
、
農
業
は

南
部
町
の
基
幹
産
業
な
の

で
、
財
政
面
も
考
え
て
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

農
林
課
長
答
弁

農
林
業

セ
ン
サ
ス
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
販
売
金
額
は
、
１
０
０
万

円
以
下
が
約
４
割
、
５

０
０
万
円
以
下
で
は
約

８
割
を
占
め
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
林
省
統
計
デ
ー
タ

で
は
、
南
部
町
の
農
業

の
粗
生
産
額
は　

億
７

９８

千
万
円
と
試
算
さ
れ
て

い
ま
す
。
総
農
家
数
が

約
２
千
戸
な
の
で
１
戸

あ
た
り
の
粗
生
産
額
は

４
８
０
万
円
程
に
な
り

ま
す
。
こ
の
主
な
品
目

は
、
米
が
約
７
億
円
、

野
菜
は
約　

億
円
、
果

１８

実
は
約　

億
円
、
畜
産

４２

が
約　

億
円
と
な
っ
て

２１

い
ま
す
。

　

農
産
物
出
荷
先
別
経

営
体
セ
ン
サ
ス
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
販
売
先

は
、
農
協
出
荷
が
約　
３１

％
、
農
協
以
外
の
集
出

荷
団
体
が
約
７
％
、
市

場
出
荷
は
約　

％
、
小

３５

売
業
者
に
売
っ
て
い
る

方
が
約
６
％
、
直
接
消

費
者
へ
販
売
さ
れ
て
い

る
方
が
約
３
％
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
の
実
態

把
握
に
つ
い
て

早期改修が望まれる剣吉踏切

（単位：戸）◇農産物販売金額規模別農家数

計3,000万円以上1,000〜3,000万円300〜1,000万円100〜300万円100万円以下

836120200264351名川地区

35292411412184南部地区

49331848104320福地地区

1,6811362362489755計

0.8％3.7％21.5％29.1％44.9％率

（資料：2005　農林業センサス）
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質

問

今
ま
で
の
企
業
誘

致
の
成
果
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長
答
弁

合
併
時
の
誘

致
企
業
は
８
社
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
福
地
第
一
工

業
団
地
内
で
操
業
を
開
始
し

た
２
社
か
ら
誘
致
工
場
の
指

定
申
請
書
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
内
で
操
業

し
て
い
る
企
業
か
ら
は
、
増

設
に
伴
う
誘
致
工
場
の
指
定

申
請
書
が
提
出
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
さ

れ
た
申
請
書
に
よ
る
と
、
２

社
で
常
時
雇
用　

名
の
う

４５

ち
、
町
内
居
住
者
は　

名
と

１８

な
っ
て
お
り
、
雇
用
条
件
の

厳
し
い
中
で
大
変
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
の
活
性
化
、
人
口
増

の
政
策
に
つ
い
て

工藤　久夫　議員

質

問

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

の
重
要
性
は
大
事
だ
と
思
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁

私
も
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
表
に
立
っ
て
活

動
す
る
タ
イ
プ
の
一
人
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
企
業
誘
致

を
含
め
他
の
部
門
に
お
い
て

も
、
ま
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

質

問

長
期
的
に
考
え
た

場
合
、
町
の
一
般
行
政
事
務

職
は
ど
の
程
度
が
適
正
だ
と

考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
管
理
職
の
割
合
、

課
の
数
は
ど
の
程
度
が
よ
い

と
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁

３
月
１
日
現

在
の
職
員
数
は
、
普
通
会
計

職
員
が
２
４
９
名
、
市
場
、

病
院
、
老
健
な
ん
ぶ
な
ど
の

企
業
会
計
職
員
１
０
７
名
、

合
計
３
５
６
名
、
こ
の
う
ち

管
理
職
は
、
普
通
会
計
が　
３２

名
、
企
業
会
計
が　

名
、
合

１１

計　

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４３

　

南
部
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン

で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
平

１８

成　

年
度
ま
で
の
５
カ
年
の

２２
数
値
目
標
を
示
し
て
い
ま

す
。
そ
の
数
値
は
合
併　

年
１０

後
、
平
成　

年
度
ま
で
に
職

２７

員
数
１
９
１
名
を
目
指
す
も

の
で
、
１
９
１
名
と
い
う
数

字
は
、
国
が
定
め
て
い
る
類

似
団
体
の
職
員
数
と
な
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
３
月
１
日
現

在
の
職
員
数
か
ら　

％
の
削

２３

減
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
は
分
庁
舎

方
式
を
と
っ
て
お
り
、
職
員

の
削
減
に
伴
い
、
分
庁
舎
方

式
で
の
事
務
形
態
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
職
員
削
減
を

し
て
い
く
と
同
時
に
、
将
来

的
に
は
分
庁
舎
方
式
を
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
は
し
っ

か
り
と
地
区
ご
と
に
残
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
課
の
統
廃
合
に
よ

り
管
理
職
の
割
合
も
減
少
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現

在
、
町
長
部
局
に
は　

課
１

１４

室
１
課
内
室
及
び　

の
出
先

２３

機
関
が
あ
り
ま
す
が
、
今
定

例
会
で
は
３
課
減
少
す
る
と

い
う
方
向
で
「
課
設
置
条
例

の
一
部
改
正
」
を
提
案
し
て

い
ま
す
。

質

問

合
併
を
し
な
い
町

の
宣
言
し
た
福
島
県
矢 
祭
町

     
や
ま
つ
り
ま
ち

で
は
参
考
に
す
べ
き
行
政
改

革
の
施
策
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
矢 
祭
町

     

を

や
ま
つ
り
ま
ち

見
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁

人
件
費
の
削

減
な
ど
を
行
い
、
企
業
誘
致

等
も
確
保
し
、
交
付
税
に
頼

ら
な
い
自
立
す
る
財
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
る
町
と
い

う
こ
と
で
全
国
的
に
有
名
で

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

で
立
地
条
件
、
産
業
構
造
な

ど
さ
ま
ざ
ま
違
い
が
あ
り
、

す
べ
て 
矢
祭
町 
と
同
じ
く
で

や
ま
つ
り
ま
ち

き
る
か
と
い
う
と
、
難
し
い

面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
町
は
ま
さ
に
住
民
が
自
分

た
ち
の
手
で
取
り
組
み
を
し

て
お
り
、
住
民
理
解
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
は

福地第一工業団地内にある誘致企業

質

問

今
後
は
企
業
誘
致

の
方
針
を
変
え
な
い
限
り
、

大
き
な
進
展
は
期
待
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
工
業
団
地
を
無
償
で
の

貸
与
等
を
考
え
る
段
階
で
は

な
い
の
か
。

町
長
答
弁

企
業
誘
致
の

方
針
を
変
え
る
時
期
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
広

域
的
誘
致
活
動
体
制
に
つ
い

て
、
当
町
と
し
て
の
取
り
組

み
、
見
直
し
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
分
譲
価
格
は
平
米

単
価
７
千
円
で
す
が
、
こ
の

単
価
に
こ
だ
わ
っ
て
ば
か
り

も
い
ら
れ
な
い
思
い
も
あ
り

ま
す
。
無
償
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
近
い
よ

う
な
形
で
考
え
る
必
要
は
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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広
報

ち
ょ
う

厚生労働省が４月下旬に発表した「2005年市町村別年齢表」によると、
南部町の女性の平均寿命は85.9歳。

町の女性は、県内で一番平均寿命が長いことが分かりました。
そんな元気で長生きの女性を象徴するかのように、

４月から５月にかけて３人のおばあさんが100歳の誕生日を迎えられ、
町から祝い金と記念品が贈られました。

おめでとう10 0 歳
明るく元気に生きてきた１世紀。健康な毎日は、まだまだ続く。

　「いつの間に１００歳になったのや

ら」と笑うのは、南部地区相内在

住の村木トメさん。

　こんなに長生きするとは思わな

かったというトメさんに長生きの

 秘  訣 を伺ったところ「魚や野菜中
ひ けつ

心の食生活で、好き嫌いなく何で

も食べることかな」とのこと。

　１００回目の誕生日を迎えたトメ

さんは、皆さんからお祝いしてい

ただくと昔のことを思い出すそう

で「昔は肉や野菜を口にすること

がなかったので、今の食卓は毎日

がお盆やお正月みたい。また、馬

車が走っていた頃と違い、今は多

くの自動車が走っている。そんな

ことを思うと、１００年生きたんだ

なあと実感できます」と話してく

れました。

100年生きたと実感

村 木 ト メ さん
明治41年４月20日生

　三戸老人ホームに入所している

米田マツノさんは秋田県出身で、

嫁ぎ先の三戸町で９人のお子さん

に恵まれ、８０年近くを過ごされま

した。

　好き嫌いなく何でも食べるとい

うマツノさんは、毎日テレビを観

ることが楽しみだといいます。

　誕生日には、八戸市に住んでい

る娘さんなども駆けつけてお祝い

したほか、 お孫さんからは「これか

らも長生きしてね」のメッセージ

が添えられた、たくさんの花やお

祝いの品が贈られていました。

１００回目の誕生日について伺った

ところ「長いような短いような１００

年でした。長生きできたのは皆さ

んのおかげ。とてもうれしいで

す」と喜びの表情で話していまし

た。

長生きは皆さんのおかげ

米 田 マツノ さん
明治41年４月23日生

　名川地区下名久井在住の梅内と

わさんは、毎朝ほうきで廊下を掃

くほか、庭の草取りもこなす元気

なおばあさんです。若い頃にご主

人を亡くされ、６人のお子さんと

ご両親を一人で 養 ってきたとわさ
やしな

んは、今も「何でも一人でやろう」

という強い気持ちを持ち続けてい

るのかもしれません。

　デイサービスに通うことが楽し

みと話すとわさんは、１００歳の誕

生日をお祝いしてくれた家族に

「ありがとう」と感謝のことばを何

度も口にしていました。

　家族が出かけるときは玄関で見

送りをするとわさん。その玄関先

には「おばあちゃんの健康をずっ

と願っています」とメッセージが

書かれたお孫さんからの花束が、

きれいに咲いていました。

家族に「ありがとう」

梅 内 と わ さん
明治41年５月10日生


